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今
後
ま
す
ま
す
進
む
高
齢
化

平
成
２２
年
版
「
高
齢
社
会
白
書
」
に
よ

る
と
、
わ
が
国
の
高
齢
者（
６５
歳
以
上
）人

口
は
、
平
成
５４
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
率
（
総
人
口
に

占
め
る
高
齢
者
の
割
合
）
は
平
成
２５
年
に

は
４
人
に
一
人
、
平
成
４７
年
に
３
人
に
一

人
が
高
齢
者
と
い
う
社
会
が
到
来
す
る
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
那
須
塩
原
市
は
、
９
月
末
日
現

在
の
高
齢
者
人
口
は
２
万
２
９
４
７
人
、

高
齢
化
率
１９
・
５５
％
で
、
約
５
人
に
一
人

が
高
齢
者
で
す
。

今
後
那
須
塩
原
市
で
は
、
平
成
２７
年
に

高
齢
化
率
が
２４
・
７
％
と
な
り
、
約
４
人

に
一
人
が
高
齢
者
と
い
う
状
況
に
な
る
と

推
計
し
て
い
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は

６５
歳
以
上
の
人
、
ま
た
は
特
定
疾
病
の

あ
る
４０
〜
６４
歳
の
人
は
、
支
援
や
介
護
が

必
要
に
な
っ
た
と
き
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

に
は
市
役
所
の
介
護
保
険
担
当
窓
口
に
要

介
護
認
定
の
申
請
を
し
、
市
の
介
護
認
定

審
査
会
で
要
支
援
・
要
介
護
に
認
定
さ
れ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
こ
の
申
請
は
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
指
定
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
、
介
護
保
険
施
設
な
ど
に
代
行

し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
）

審
査
の
結
果
、
要
支
援
１
・
２
に
認
定

さ
れ
た
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
心
身
の
状
態
や
本

人
・
家
族
の
希
望
を
聞
い
た
う
え
で
ケ
ア

プ
ラ
ン
（
サ
ー
ビ
ス
計
画
）
を
作
成
し
ま

す
。ま

た
、
要
介
護
１
〜
５
に
認
定
さ
れ
た

場
合
は
、
介
護
度
に
応
じ
て
指
定
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
介

護
支
援
専
門
員
）
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成

し
ま
す
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
介
護
・
通
所
介

護
な
ど
）
や
施
設
な
ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス

は
、
作
成
さ
れ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
も
と
づ

い
て
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
で
も
、

介
護
が
必
要
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
人
に

は
、
運
動
器
の
機
能
向
上
・
栄
養
改
善
・

口
腔
機
能
の
向
上
・
閉
じ
こ
も
り
や
認
知

症
な
ど
の
予
防
の
た
め
の
体
操
や
講
座
な

ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

街
中
サ
ロ
ン
元
気
ほ
ん
歩
が
オ
ー
プ
ン

高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
防
止
や
、
交

流
を
目
的
に
、
１０
月
１
日
、
街
中
サ
ロ

ン
元
気
ほ
ん
歩
が
Ｊ
Ｒ
黒
磯
駅
前
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
元
気
ほ
ん
歩
は
、

な
じ
み
庵
（
太
夫
塚
）
に
次
ぐ
、
市
内

２
カ
所
目
の
街
中
サ
ロ
ン
。
誰
で
も
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
よ
う
、
来
客
者
に
は

湯
茶
の
接
待
も
行
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

と
の
お
し
ゃ
べ
り
の
ほ
か
、
囲
碁
、
将

棋
、
絵
手
紙
な
ど
が
で
き
ま
す
。
ス
タ

ッ
フ
の
安
田
峯
子
さ
ん
は
「
み
ん
な
が

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
サ
ロ
ン
に
し
た
い
。

こ
れ
か
ら
介
護
予
防
な
ど
の
講
座
も
で

き
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
営
業

時
間
は
月
〜
金
曜
の
午
前
９
時
３０
分
〜

午
後
４
時
３０
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

那須塩原市介護保険サービスの主な種類

内 容

ケアプランの作成・相談
訪問による身体介護や生活援
助
移動入浴車などによる入浴介
助
訪問による床ずれの手当てや
点滴の管理など
訪問による機能回復訓練
日帰りの食事、入浴の介護、
機能訓練など

日帰りの機能回復訓練

短期間入所による介護や機能
訓練
短期間入所による医療、介
護、機能訓練

訪問による薬の飲み方などの
管理指導
介護保険事業所として指定さ
れたケアハウスなどでの介護
や機能訓練

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）
介護老人保健施設
介護療養型医療施設

種 類

居宅介護支援
訪問介護
（ホームヘルプサービス）

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション
通所介護
（デイサービス）
通所リハビリテーション
（デイケア）
短期入所生活介護
（ショートステイ）
短期入所療養介護
（医療型ショートステイ）
福祉用具貸与・販売

居宅療養管理指導

特定施設入居者生活介護

在
宅
サ
ー
ビ
ス

施
設
サ
ー
ビ
ス

高齢化率（％）と要介護認定者数の推計

街中サロンは介護保険サービスではありません。
誰でも利用できます。

平成22年11月 5日号３



地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

平成18年 4 月から制度化さ
れた地域密着型サービスは、
市民のみが利用できるサー
ビスです。那須塩原市では、
介護が必要な状態になって
も、住み慣れた地域で暮ら
し続けられるよう、地域密
着型サービスの事業所を整
備しています。
市内には現在、小規模多機
能型居宅介護・認知症対応
型通所介護・認知症対応型
共同生活介護サービスの事
業所があります。
また特別養護老人ホームの
入所待機者解消のためにも、
平成24年度オープンを目指
し、地域密着型の小規模特
別養護老人ホームの整備を
すすめています。

住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

と
は
小
規
模
な
環
境
（
少

人
数
）
で
多
機
能
（
通
い
・
宿
泊
・

訪
問
介
護
）
な
支
援
を
暮
ら
し
方
に

合
わ
せ
て
組
み
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス

で
す
」
と
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
施
設
さ
く
ら
荘
の
金
井
大
施
設

長
が
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
同

じ
施
設
の
職
員
が
行
う
こ
と
で
、
職

員
と
な
じ
み
の
関
係
を
つ
く
れ
る
の

が
特
徴
で
す
。
例
え
ば
通
い
と
宿
泊

を
利
用
す
る
場
合
、
通
い
と
同
じ
ス

タ
ッ
フ
・
同
じ
施
設
に
安
心
し
て
泊

ま
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
利

用
者
の
そ
の
日
の
状
態
に
合
わ
せ
て

サ
ー
ビ
ス
を
考
え
、
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
さ
く
ら
荘
は
現

在
登
録
定
員
２５
人
の
う
ち
２３
人
が
利

用
し
て
い
ま
す
。
通
い
の
定
員
は
１５

人
、
宿
泊
の
定
員
は
８
人
で
す
。
そ

小規模多機能型居宅介護
（多機能型サービス）

デ
イ
ホ
ー
ム
ひ
な
た
は
空
き
家

だ
っ
た
民
家
を
改
築
し
た
施

設
で
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
で
の
介
護

が
特
徴
で
す
。
認
知
症
の
高
齢
者
に

特
化
し
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
定
員
は
１
日
１２
人
。
ひ
な

た
を
頼
っ
て
く
だ
さ
る
利
用
者
の
皆

さ
ん
と
、
そ
の
家
族
の
負
担
を
少
し

で
も
軽
く
し
て
あ
げ
た
い
、
そ
ん
な

思
い
で
続
け
て
い
ま
す
」
と
話
す
理

事
長
の
真
船
一
夫
さ
ん
。

「
家
族
は
常
に
認
知
症
と
つ
き
あ
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
大
変
さ
を
理
解
し

て
応
え
て
あ
げ
る
。
家
族
を
救
う
こ

と
が
、
結
局
は
そ
の
利
用
者
を
救
う

こ
と
に
な
る
と
思
う
ん
で
す
」
と
、

認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
家
族
と
の

関
係
が
と
て
も
大
切
だ
と
話
す
施
設

長
の
白
井
洋
子
さ
ん
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
利
用
者
の
家
族

や
大
勢
の
人
に
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
を

認知症対応型通所介護
（日帰りのサービス）

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

は
、
別
名
「
認
知
症
高
齢
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」と
呼
ば
れ
、
認
知

症
の
高
齢
者
が
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の

な
か
で
、
職
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な

が
ら
共
同
で
生
活
す
る
場
所
で
す
。
食

事
・
入
浴
な
ど
の
介
護
・
支
援
の
ほ
か
、

機
能
訓
練
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
ご
み

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
和
の
益
子
い
づ

み
管
理
者
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
現
在
要
介
護
１
〜
４
、
１８
人
の
入

居
者
が
共
同
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

入
居
者
に
よ
っ
て
症
状
や
体
力
も

異
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
家
事（
炊

事
、
洗
濯
、
掃
除
な
ど
）
や
畑
仕
事

を
ス
タ
ッ
フ
と
い
っ
し
ょ
に
行
う
入

居
者
も
い
ま
す
。

ま
た
、
ど
の
介
護
事
業
所
や
施
設

に
も
言
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、

季
節
の
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
紅
葉

認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）
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の
ほ
か
、
安
否
確
認
を
兼
ね
て
配
食

サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。
で
も

『
介
護
の
し
過
ぎ
』
に
は
注
意
し
て

い
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
て
も
、
在
宅
で
の
生
活
が
基
本
。

す
べ
て
介
護
し
て
し
ま
っ
た
方
が
簡

単
な
の
で
す
が
、
本
人
が
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
あ
え
て
手
を

出
さ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
施
設

と
在
宅
で
の
生
活
と
で
、
で
き
る
こ

と
に
差
を
つ
け
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
応
え

ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
、
そ
れ
が
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
で
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

市
内
に
は
、
現
在
５
つ
の
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
所
が
あ
り
ま
す
。

見
て
も
ら
い
た
い
と
、
提
供
し
て
い

る
昼
食
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ブ
ロ

グ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ブ
ロ
グ
に

は
「
現
場
か
ら
声
を
上
げ
な
い
と
良

い
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
生
ま
れ
な
い
」と

の
信
念
か
ら
、
日
ご
ろ
介
護
の
現
場

で
感
じ
て
い
る
こ
と
を
書
き
綴
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

「
認
知
症
の
介
護
は
本
当
に
細
か
い

と
こ
ろ
ま
で
見
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
決
ま
っ
た
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は

家
族
に
も
満
足
し
て
も
ら
え
な
い
部

分
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
も
っ
と
利

用
者
や
そ
の
家
族
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
を
図
っ

て
い
き
た
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

市
内
に
は
、
現
在
２
つ
の
認
知
症

対
応
型
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

所
が
あ
り
ま
す
。

狩
り
や
ク
リ
ス
マ
ス
、
も
ち
つ
き
な

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
個
別
の
希

望
に
よ
り
、
墓
参
り
や
馴
染
み
の
行

き
た
い
場
所
に
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
と
き
は
、
ス

タ
ッ
フ
も
入
居
者
も
い
っ
し
ょ
に
な

っ
て
楽
し
み
ま
す
」

認
知
症
の
人
に
つ
い
て
は
「
認
知

症
だ
か
ら
何
も
分
か
ら
な
い
と
勘
違

い
さ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
ど
の
入

居
者
も
今
を
大
切
に
生
き
て
い
ま
す
。

認
知
症
か
ら
く
る
混
乱
・
不
安
の
軽

減
を
図
り
、
個
人
の
出
来
る
事
や
生

き
が
い
を
活
か
せ
る
よ
う
、
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

市
内
に
は
、
現
在
６
つ
の
認
知
症

対
応
型
共
同
生
活
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
所
が
あ
り
ま
す
。

小規模多機能型居宅介護施設さくら荘の桜井幸
子管理者（左）と金井大施設長。「介護はこれで
良いというゴールがありません。利用者の力を
引き出してあげることが大切だと考えています」

NPO法人ひなたの真船一夫理事長（左）とデイ
ホームひなたの白井洋子施設長。「認知症の人の
居場所を作らなければならないという正義感が
あります」

グループホーム和の益子いづみ管理者
「ご飯茶碗や味噌汁のお椀は自分の好きな柄を
使い、少しでも家庭的な雰囲気が出せるように
しています」

平成22年11月 5日号５



「
最
近
肩
が
上
が
ら
な
く
な
っ
て
、

ふ
と
ん
を
干
す
の
が
大
変
に
な
り

ま
し
た
」
介
護
相
談
員
の
本
間
み

つ
子
さ
ん
に
近
況
を
話
す
�
野
睦

子
さ
ん
。
�
野
さ
ん
は
現
在
週
１

回
、
１
時
間
の
訪
問
介
護
と
、
週

２
回
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
ま
す
。
�
野
さ
ん
の
介
護
度

は
要
支
援
２
。
訪
問
サ
ー
ビ
ス
で

訪
れ
る
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
は
、
主

に
部
屋
の
掃
除
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
日

は
朝
の
８
時
ご
ろ
家
を
出
て
夕
方

５
時
ご
ろ
帰
宅
す
る
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。

�
野
さ
ん
は
現
在
８３
歳
。
７５
歳

の
と
き
、
病
気
の
た
め
入
院
。
翌

年
退
院
す
る
も
体
に
不
自
由
を
感

じ
、
介
護
保
険
の
利
用
を
申
請
。

以
来
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
ま
す
。

「
娘
は
大
田
原
市
に
住
ん
で
い
ま

す
。
娘
に
も
家
族
が
い
て
、
仕
事

も
あ
り
ま
す
。
心
配
し
て
く
れ
て

い
ま
す
が
、
忙
し
い
よ
う
で
な
か

な
か
会
い
に
来
ら
れ
な
い
み
た
い

で
す
」
と
�
野
さ
ん
。

「
で
も
近
所
の
人
が
料
理
を
持
ち

寄
っ
て
、
私
の
家
に
集
ま
り
、
み

ん
な
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し
ま
す
」と

日
ご
ろ
の
生
活
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
生

活
を
伺
う
と
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

は
友
だ
ち
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

毎
日
行
く
訳
で
は
な
い
の
で
、
た

ま
に
し
か
会
え
な
い
友
だ
ち
も
い

ま
す
。
ま
た
お
い
し
い
食
事
も
食

べ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
職
員
の
方

も
と
て
も
親
切
で
、
ゲ
ー
ム
を
し

て
も
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
喜
ん
で

く
れ
ま
す
」
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の

生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

「
今
は
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
や
施
設
の

皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら

な
ん
と
か
自
分
の
こ
と
は
出
来
て

い
ま
す
。
で
も
こ
の
先
病
気
な
ど

し
な
い
か
心
配
で
す
」
と
こ
れ
か

ら
の
不
安
を
本
間
相
談
員
に
伝
え

る
�
野
さ
ん
。
し
か
し
、
現
在
体

に
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
�
野
さ

ん
に
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

発
足
１１
年
目
の
介
護
相
談
員

平
成
１２
年
、
介
護
保
険
制
度

開
始
と
同
時
に
発
足
し
た
介
護

相
談
員
制
度
。
市
か
ら
委
託
を

受
け
、
市
内
の
介
護
事
業
所
・

個
人
宅
の
定
期
的
な
訪
問
や
、

電
話
相
談
で
介
護
利
用
者
や
そ

の
家
族
の
声
を
聴
い
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
を
毎
月
報
告
書
と
し

て
ま
と
め
、
市
内
の
全
介
護
事

業
所
や
市
役
所
へ
届
け
て
い
ま

す
。
ま
た
季
刊
誌「
あ
や
と
り
」

を
年
４
回
発
行
し
、
介
護
保
険

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
全
員

に
郵
送
し
て
い
ま
す
。
発
足
当

初
、
施
設
に
訪
問
し
た
時
は
相

談
員
業
務
に
つ
い
て
理
解
が
得

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

今
で
は
そ
の
報
告
書
が
介
護
施

設
の
打
ち
合
わ
せ
資
料
に
使
わ

れ
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を

使
い
な
が
ら
自
宅
で
暮
ら
す

←
訪
れ
た
本
間
み
つ
子
介
護
相
談
員
（
左
）
に
近
況
を
伝
え
る
�
野
睦
子
さ
ん

「利用者の声を市内の介護施設が共有す
ることで、サービス向上につながってい
る」と話す本間相談員（写真左端）。
相談は�0287（73）0056 まで。

デイサービスのお風
呂が良いと話す�野
さん

６平成22年11月 5日号



地域包括支援センター（以下包括）
は市から委託を受け、高齢者の

保健・医療・福祉に関する総合相談
や介護予防ケアマネジメントなどを
行う機関です。主任介護支援専門員
（ケアマネジャー）のほか保健師（ま
たは看護師）や社会福祉士などの専
門家が、連携して業務を行なってい
ます。

包括は介護の分野では最初の窓口
なので、相談者と信頼関係を築

くことができるよう心掛けています。
相談は高齢者はもちろんのこと、家
族も含まれますので、気軽に何でも
相談してほしいと思います。私たち
包括だけで解決できない問題は、他
の関係機関と連携して取り組んでい
ます。

私たちの業務の一つに要支援１・
２の人のケアプランを作成する

ことがあります。ケアプランの作成
は本人や家族の意向を確認しながら、
できるだけ自立を目指してもらうこ
とが目的です。介護サービスは自立
を支援するサービスですので、自分
で生活できる喜びを感じて欲しいと
思います。

今後介護保険の利用者が増大し、
制度が見直しになる時期が訪れ

ます。行政や介護保険に頼りすぎず、
できることは自分で行い、地域で助
け合う「共助」という考え方が大切
になると思います。今後は自治会や
民生委員などと協力しながら、地域
ぐるみで介護を行えるようなネット
ワークを作って行きたいと思います。

●地域包括支援センター

�（0287）

（62）9655

（65）2972

（73）2550

（60）3361

（60）1331

（37）1683

（37）8183

（35）3745

住所

住吉町5-10

大原間83

鍋掛1416-3

東原166

野間453-23

井口533-11

上赤田238-658

下田野282-6

担当地区

黒磯公民館区・厚崎地区の一部

東那須野公民館区

とようら公民館区・厚崎地区の一部

稲村公民館区・高林公民館区

鍋掛公民館区

西那須野東部地区（国道４００号東側）

西那須野西部地区（国道４００号西側）

塩原地区全域

施設名

地域包括支援センター寿山荘

地域包括支援センター秋桜の家

地域包括支援センターあぐり

稲村いたむろ地域包括支援センター

地域包括支援センターさちの森

地域包括支援センターとちのみ

西那須野西部地域包括支援センター

しおばら地域包括支援センター

●その他相談機関

�

0120（294）456

0287（67）0110

028（632）9420

0287（22）2257

内 容

認知症の家族のための電話相談

暴力・行方不明など

成年後見無料相談

こころや認知症相談など

相談機関名

認知症の人と家族の会

那須塩原警察署

成年後見センター

県北健康福祉センター

●市役所

■本高齢福祉課 �0287（62）7137
■西市民福祉課 �0287（37）6231
■塩総務福祉課 �0287（32）2912

稲村いたむろ地域包括支援センターのス
タッフ。左から熊谷久美子看護師、長谷
川未紗社会福祉士、月井貴美代主任介護
支援専門員、鈴木文社会福祉士

介護に悩みはつきものです。
一人で、家族で、悩まないで
まずは相談してみませんか。

稲村いたむろ
地域包括支援センター
主任介護支援専門員
月井貴美代さん

平成22年11月 5日号７



自主財源
258億6,241万円

57.7％
（＋7億8,930万円）

特定財源
169億3,972万円

37.8％
（△25億8,920万円）

依存財源
189億4,280万円

42.3％
（△34億2,125万円）

市税
183億3,319万円

40.9％
（△7億6,400万円）

市債
50億3,420万円
11.2％

（△36億6,330万円）

地方交付税
48億1,056万円
10.7％

（＋8億7,667万円）

国庫支出金
46億348万円
10.3％

（△7億8,980万円）

繰越金
29億1,217万円

6.5％
（＋15億6,218万円）

県支出金
22億9,525万円

5.1％
（＋2億3,203万円）

諸収入
21億2,244万円

4.7％
（＋9,727万円）

その他
46億9,392万円
10.6％

（△1億7,230万円）

一般財源
278億6,549万円

62.2％
（△3,205万円）

�・FAX…電話・ファックス …電子メール ■HP…ホームページアドレス

用語の説明

歳入
一般財源…………使用目的が限定されず、自由に使用す

ることができるお金
特定財源…………使用目的が限定されているお金
自主財源…………自ら集めるお金
依存財源…………国、県などから交付されるお金
市税………………市民税や固定資産税、たばこ税など皆

さんが納めたお金
市債………………道路や施設を整備するために、国や銀

行から借り入れるお金
国庫支出金………福祉援助や道路整備をするために国か

ら交付されるお金
地方交付税………所得税、法人税、酒税など国税として

徴収された中から、市の財政状況に応
じて交付されるお金

諸収入……………学校給食費や、他の科目に含まれない
収入金

県支出金…………福祉援助や道路をつくるために県から
交付されるお金

繰越金……………前年度の剰余金

歳出（目的別）
民生費……………幼児や高齢者などを援助するための経

費
土木費……………道路や公園などの整備や、管理するた

めの経費
公債費……………借入金の元金や利子の返済経費
総務費……………税務事務や市役所運営のための経費
教育費……………学校や公民館の整備など、教育や文化

を盛んにするための経費
衛生費……………ごみ処理や市民の健康増進を図るため

の経費
商工費……………商工業や観光の振興のための経費
消防費……………消防や救急、防災などのための経費
農林水産業費……農林業や畜産業を盛んにするための経

費
その他……………議会費、労働費、災害復旧費の合計

歳出（性質別）
義務的経費………支出が義務付けられており、任意に削

減できない経費
投資的経費………道路の整備や学校の建設など、将来に

残るものに充てる経費
その他の経費……義務的経費・投資的経費以外の経費
人件費……………特別職・一般職への給料などの経費
扶助費……………生活保護や福祉など、被扶助者に支出

される経費
公債費……………借入金の元金や利子の返済経費
普通建設事業費…道路、学校などの建設事業のための経

費
物件費……………消耗品、光熱水費、賃借料、委託料な

ど
補助費等…………各種団体などへの負担金や補助金など

の経費
繰出金……………特別会計へ支出するための経費
その他……………維持補修費、積立金、投資および出資

金、貸付金の経費など

支 出

前年比

101.8％

70.6％

対前年増減額

＋8億3,861万円

△8億6,763万円

決算額

22億8,629万円

20億8,654万円

収 入

前年比

101.2％

51.8％

対前年増減額

＋9億3,021万円

△9億4,546万円

公営企業の決算状況

決算額

25億5,549万円

10億1,671万円

区分

収益的収支

資本的収支

事業名

水道事業

歳 出

前年比

98.0％

14.2％

108.2％

102.5％

65.2％

99.0％

159.8％

99.0％

193.8％

38.2％

対前年増減額

△12億2,728万円

△17億1,801万円

＋12億5,092万円

＋11億2,701万円

△19億2,977万円

△12億2,799万円

＋12億5,170万円

△12億2,724万円

＋12億4,822万円

△12億7,137万円

決算額

113億6,337万円

111億1,916万円

116億7,437万円

151億6,317万円

135億8,049万円

113億9,599万円

111億3,816万円

113億2,309万円

113億9,964万円

113億4,419万円

歳 入

前年比

99.7％

12.7％

106.8％

104.1％

65.1％

100.2％

159.5％

99.0％

148.5％

38.2％

対前年増減額

△31億6,989万円

△38億1,685万円

＋31億4,383万円

＋32億1,099万円

△19億2,642万円

＋31億6,923万円

＋31億5,153万円

△1億6,924万円

＋31億3,818万円

△31億7,389万円

特別会計の決算状況

決算額

123億3,238万円

121億1,916万円

126億8,873万円

153億5,581万円

136億3,129万円

121億3,276万円

121億3,816万円

123億2,309万円

121億1,686万円

123億4,572万円

会 計 名

国民健康保険特別会計

老人保健特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

土地区画整理事業特別会計

公共用地先行取得事業特別会計

温泉事業特別会計

墓地事業特別会計

【決算額】448億521万円

前年比

96.0％

57.9％

122.3％

85.4％

215.7％

111.2％

104.8％

96.5％

94.5％

比較増減額

△ 7億6,400万円

△ 36億6,330万円

＋ 8億7,667万円

△ 7億8,980万円

＋ 15億6,218万円

＋ 2億3,203万円

＋ 9,727万円

△ 1億7,230万円

△ 26億2,125万円

平成20年度

190億9,719万円

86億9,750万円

39億3,389万円

53億9,328万円

13億4,999万円

20億6,322万円

20億2,517万円

48億6,622万円

474億2,646万円

平成21年度

183億3,319万円

50億3,420万円

48億1,056万円

46億 348万円

29億1,217万円

22億9,525万円

21億2,244万円

46億9,392万円

448億 521万円

一般会計 歳入

歳 入

市 税

市 債

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

繰 越 金

県 支 出 金

諸 収 入

そ の 他

計

平成21年度

決算の状況

一般会計の決算額は、歳入448

億521万円、歳出429億6100万円で、

歳入と歳出の差引額から翌年度に

繰越すべき財源を除いた額は、15

億5372万円で、黒字決算となりま

した。

なお、市民1人当たりの決算額

は、歳入が38万3087円、歳出が36

万8009円となっています。

問い合わせ

■本 財政課 � 0287（62）7118

８平成22年１１月5日号



物件費
57億4,027万円
13.4％

（＋5億798万円）

物件費
57億4,027万円
13.4％

（＋5億798万円）

その他投資的経費
6,650万円
0.2％

（△1億8,549万円）

補助費等
69億4,268万円
16.2％

（△22億3,259万円）

補助費等
69億4,268万円
16.2％

（△22億3,259万円）

繰出金
41億3,159万円

9.6％
（△4,986万円）

その他
18億9,217万円

4.3％
（＋1億8,303万円）

普通建設事業費
（単独事業費）
33億5,801万円

7.8％
（△3億6,661万円）

普通建設事業費
（補助事業費）
33億330万円
7.7％

（＋5億2,638万円）

投資的経費
67億

2,782万円
15.7％

投資的経費
67億

2,782万円
15.7％

その他の経費
187億
671万円
43.5％

その他の経費
187億
671万円
43.5％

義務的経費
175億
2,647万円
40.8％

義務的経費
175億
2,647万円
40.8％

公債費
54億9,521万円
12.8％

（△1億5,831万円）

公債費
54億9,521万円
12.8％

（△1億5,831万円）

人件費
67億727万円
15.6％

（△1億4,064万円）

人件費
67億727万円
15.6％

（△1億4,064万円）

扶助費
53億2,400万円
12.4％

（＋3億6,273万円）

扶助費
53億2,400万円
12.4％

（＋3億6,273万円）

民生費
94億9,855万円
22.2％

（＋4億8,304万円）

民生費
94億9,855万円
22.2％

（＋4億8,304万円）

土木費
69億4,662万円
16.2％

（△6億2,606万円）

土木費
69億4,662万円
16.2％

（△6億2,606万円）

総務費
59億7,699万円
13.9％

（＋18億5,203万円）

総務費
59億7,699万円
13.9％

（＋18億5,203万円）

教育費
55億6,262万円
12.9％

（＋4億7,655万円）

教育費
55億6,262万円
12.9％

（＋4億7,655万円）

公債費
54億9,521万円
12.8％

（△1億5,832万円）

公債費
54億9,521万円
12.8％

（△1億5,832万円）

衛生費
39億8,671万円

9.3％
（△38億6,064万円）

衛生費
39億8,671万円

9.3％
（△38億6,064万円）

消防費
17億953万円
4.0％

（＋7,037万円）

商工費
16億8,289万円

3.9％
（△2,980万円）

農林水産業費
16億5,235万円

3.8％
（＋1億6,215万円）

その他
4億4,953万円
1.0％

（＋7,739万円）

【本誌中では、次の省略記号を使用しています】 ■本…本庁舎（黒磯） ■西…西那須野庁舎 ■塩…塩原庁舎

11
月
11
日
〜
17
日
は

税
を
考
え
る
週
間
で
す

国
税
庁
で
は
、
毎
年
「
税
を
考

え
る
週
間
」
を
定
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

◆
税
金
展
（
パ
ネ
ル
展
示
）

と

き
11
月
11
日
�
〜
17
日
�

と
こ
ろ

大
田
原
税
務
署
、

東
武
宇
都
宮
百
貨
店
大
田
原
店
、

足
利
銀
行
大
田
原
支
店
、

大
田
原
図
書
館

◆
納
税
表
彰
式
、
税
に
関
す
る
作

文
表
彰
式

と

き
11
月
16
日
�

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ

カ
シ
マ
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
リ
ゾ
ー

ト
（
大
田
原
市
本
町
１
‐
２
７
１

４
）

◆
税
に
関
す
る
無
料
相
談
会

と

き
11
月
13
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

東
武
宇
都
宮
百
貨
店
大
田
原
店

１
階

そ
の
他

予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ

大
田
原
税
務
署
総
務
課

�
０
２
８
７（
２２
）３
１
１
５

前年比

105.4％

91.7％

144.9％

109.4％

97.2％

50.8％

104.3％

98.3％

110.9％

120.8％

96.5％

比較増減額

＋14億8,304万円

△16億2,606万円

＋18億5,203万円

＋14億7,655万円

△11億5,832万円

△38億6,064万円

＋15億7,037万円

△15億2,980万円

＋11億6,215万円

＋15億7,739万円

△15億5,329万円

平成20年度

490億1,551万円

475億7,268万円

441億2,496万円

450億8,607万円

456億5,353万円

478億4,735万円

416億3,916万円

417億1,269万円

414億9,020万円

423億7,214万円

445億1,429万円

平成21年度

494億9,855万円

469億4,662万円

459億7,699万円

455億6,262万円

454億9,521万円

439億8,671万円

417億6,953万円

416億8,289万円

416億5,235万円

424億4,953万円

429億6,100万円

歳出（目的別）

民 生 費

土 木 費

総 務 費

教 育 費

公 債 費

衛 生 費

消 防 費

商 工 費

農林水産業費

そ の 他

計

前年比

98.0％

107.3％

97.2％

119.0％

90.2％

26.4％

109.7％

75.7％

98.8％

110.7％

96.5%

比較増減額

△21億4,064万円

＋23億6,273万円

△21億5,831万円

＋25億2,638万円

△23億6,661万円

△21億8,549万円

＋25億3,798万円

△22億3,250万円

△22億4,986万円

＋21億8,303万円

△15億5,329万円

平成20年度

468億4,791万円

449億6,127万円

456億5,352万円

427億7,692万円

437億2,462万円

442億5,199万円

452億3,229万円

491億7,518万円

441億8,145万円

417億1,914万円

445億1,429万円

平成21年度

467億6,727万円

453億2,400万円

454億9,521万円

433億6,330万円

433億5,801万円

429億6,650万円

457億4,027万円

469億4,268万円

441億3,159万円

418億9,217万円

429億6,100万円

歳出（性質別）

人 件 費

扶 助 費

公 債 費

補助

単独

その他

物 件 費

補助費等

繰 出 金

そ の 他

計

普通建設
事 業 費

■ 財産状況
12,147,083㎡
404,076㎡
6,436,255㎡
1,680万円

12億1,227万円
2万円

95億9,424万円

土 地
建 物
山林など
有価証券
出資による権利

債 権
基 金

公
有
財
産

一般会計 歳出

※目的別

【決算額】429億6,100万円

※性質別

平成22年１１月5日号９



土木債
102億7,334万円
（24.1％）

土木債
102億7,334万円
（24.1％）

合併特例債
177億850万円
（41.5％）

合併特例債
177億850万円
（41.5％）

臨時財政対策債
87億4,347万円
（20.5％）

臨時財政対策債
87億4,347万円
（20.5％）

教育債
23億4,724万円
（5.5％）

教育債
23億4,724万円
（5.5％）

その他
32億7,638万円
（7.6％）

衛生債
3億3,962万円
（0.8％）

用語の説明
○実質赤字比率
一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する割合で、赤字決算の場合に該当し、赤字の程度を表します。

○連結実質赤字比率
一般会計等に加えて国民健康保険・介護保険・下水道事業などの特別会計や一部事務組合などの関連するすべての会計を

対象とした実質赤字額の、標準財政規模に対する割合です。
○実質公債費比率
一般会計等が負担する公債費や公債費に準ずるものなど（特別会計や一部事務組合の借金返済額）の、標準財政規模に対

する割合です。
○将来負担比率
一般会計等（公社や第三セクターなどを加えた連結ベース）が将来負担する可能性のある実質的な負債額の、標準財政規

模に対する割合です。
○資金不足比率
各公営企業会計の資金不足額の事業の規模に対する割合です。

○早期健全化基準
4つの健全化判断比率のうち一つでもこの基準を超えた場合、「財政健全化計画」を策定して自主的な改善努力による財

政の健全化に取り組まなければなりません。
○財政再生基準
4つの健全化判断比率のうち一つでもこの基準を超えた場合、「財政再生計画」を策定して国などの関与による財政再生

を行わなければなりません。
○経営健全化基準
この基準を超えた公営企業は、「経営健全化計画」を策定し、早期に経営健全化に向けた取り組みを行わなければなりま

せん。

市が借りているお金の残高
（平成21年度末 一般会計）

平成21年度に借り入れた金額は50億3,420万円、そのう
ち合併特例債は37億9,120万円です。主な借入目的は次の
とおりです。

・第二期ごみ処理施設整備事業 ………9億6,230万円
（那須塩原クリーンセンター）
・西那須野地区まちづくり交付金事業…7億8,640万円
・学校耐震改修事業 ……………………4億7,000万円

残高のおよそ5分の1を占めている臨時財政対策債は、
本来地方交付税として本市に交付される額の不足分を借
り入れているもので、その償還金は今後の地方交付税に
算入されます。

【平成21年度の元利償還金について】
平成21年度に返済したお金は、54億9,521万円です。
（元金48億2,955万円、利子6億6,566万円）
元利償還金のうち、29億386万円が地方交付税に算入さ
れています。

■ 市債の状況

■ 平成21年度決算 財政の健全性に関する比率
実質公債費比率が前年度より1.1ポイント減となりました。これは、繰上償還により公債費が減少し、公
債費充当一般財源が減少したためです。
また、将来負担比率が前年度より9.8ポイント減となりました。これは、下水道事業特別会計の繰上償還
による地方債現在高の減などにより、公営企業債等繰入見込額が減少したためです。
平成21年度は前年度に引き続き、すべての指標で早期健全化基準・財政再生基準を大きく下回っているの
で、本市の財政状況は「健全な状態にある」と判断できます。

（注）
実質赤字比率、連結実質赤
字比率、資金不足比率の赤
字または資金不足を生じて
いないものは「－」と表記
しています。

資金不足比率
温泉事業
特別会計
－
－

20.0％以上

健全化判断比率
将来負担比率
56.4％
66.2％

350.0％以上

土地区画整理
事業特別会計

－
－

20.0％以上

実質公債費比率
12.8％
13.9％
25.0％以上
35.0％以上

農業集落排水
事業特別会計

－
－

20.0％以上

連結実質赤字比率
－
－

17.03％以上
40.00％以上

下水道事業
特別会計
－
－

20.0％以上

実質赤字比率
－
－

12.03％以上
20.00％以上

水道事業会計

－
－

20.0％以上

平成21年度
平成20年度
早期健全化基準
財政再生基準

平成21年度
平成20年度
経営健全化基準

一般会計等

公営企業
会 計
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民生費

教育費

土木費

公債費

総務費

衛生費

農林水産
業費

その他

市　税

国庫支出金

地方交付税

市　債

県支出金

諸収入

繰越金

その他

歳　出
予 算 額　433億3,357万円
支出済額　174億4,967万円
執 行 率　40.3％

歳　入
予 算 額　433億3,357万円
収入済額　225億8,280万円
執 行 率　52.1％

174億1,339万円

25億4,742万円（38.0％）

47億 929万円（42.3％）

16億3,900万円（28.4％）

25億7,564万円（48.0％）

18億 602万円（34.0％）

12億1,359万円（41.0％）

4億6,141万円（26.1％）

24億9,730万円（57.7％）

113億2,533万円（65.0％）

34億1,148万円（48.5％）

33億9,617万円（66.9％）

150万円（0.0％）

2億5,865万円（9.5％）

5億3,705万円（25.8％）

18億4,421万円（100.0％）

18億 841万円（45.5％）

111億3,403万円

67億  880万円

57億6,669万円

53億6,076万円

53億1,591万円

29億5,745万円

17億6,512万円

43億2,481万円

70億4,045万円

50億7,685万円

31億6,230万円

27億3,574万円

20億8,598万円

18億4,421万円

39億7,465万円

予算

収入・支出

平成22年度 上半期の予算執行状況
予算額は当初予算に前年度から繰り越した予算と補正予算を足したものです。（4月 1日～9月30日）

一般会計の執行状況

執行率％
（Ｂ／Ａ）

48.7％

47.1％

86.9％

50.0％

50.1％

50.1％

15.5％

20.6％

53.6％

26.0％

※資本的収支の収入が支出より
少ないのは、借入金や国の補
助金が未収入のためです。

Ｂ

4,680万円

4,525万円

1億4,541万円

8,368万円

1,146万円

1,145万円

3,993万円

5,297万円

1,564万円

758万円

収入済額

支出済額
予算額 Ａ

9,605万円

9,605万円

1億6,736万円

1億6,736万円

2,286万円

2,286万円

2億5,774万円

2億5,774万円

2,919万円

2,919万円

執行率％
（Ｂ／Ａ）

50.4%

33.6%

1.8%

48.8%

Ｂ

12億5,889万円

7億8,652万円

1,730万円

10億8,544万円

特別会計の執行状況

公営企業の執行状況

会 計 名

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

収入済額

支出済額

農業集落排水事業

土地区画整理事業

公共用地
先行取得事業

温泉事業

墓地事業

予算額 Ａ

24億9,688万円

23億4,160万円

9億5,078万円

22億2,371万円

執行率％
（Ｂ／Ａ）

42.3％

39.4％

30.1％

6.3％

41.8％

29.9％

47.1％

39.1％

36.4％

40.5％

区 分

収入

支出

収入

支出

Ｂ

52億5,426万円

48億9,453万円

268万円

56万円

3億2,725万円

2億3,396万円

27億5,577万円

22億4,704万円

11億3,680万円

12億6,525万円

収入済額

支出済額

収益的収支

資本的収支

予算額 Ａ

124億2,101万円

124億2,101万円

889万円

889万円

7億8,352万円

7億8,352万円

57億4,529万円

57億4,529万円

31億2,074万円

31億2,074万円

水
道
事
業

会 計 名

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

国民健康保険

老人保健

後期高齢者医療

介護保険

下水道事業

平成22年１１月5日号１１



三
島
中
学
校
区
で
は
市
の
指

定
を
受
け
て
、「
拓
く
〜
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
る

小
中
連
携
〜
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

平
成
２１
・
２２
年
度
の
２
年
間
、
研

究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

三
島
中
学
校
区
に
は
、
大
規
模

校
の
三
島
中
学
校
・
三
島
小
学
校
、

そ
し
て
槻
沢
小
学
校
、
西
小
学
校
、

横
林
小
学
校
の
５
校
が
あ
り
、
児

童
・
生
徒
数
は
合
わ
せ
て
約
２
３

０
０
人
に
な
り
ま
す
。
当
初
、
大

規
模
校
を
含
む
小
中
連
携
に
は
戸

惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
義
務
教

育
９
年
間
を
見
通
し
た
子
ど
も
た

ち
の
育
成
」
と
い
う
市
の
方
針
を
、

各
学
校
の
教
職
員
が
理
解
を
深
め

る
こ
と
で
実
践
に
結
び
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

研
究
は
三
つ
の
指
導
部
（
学
習

指
導
部
、
児
童
・
生
徒
指
導
部
、

健
康
指
導
部
）
を
設
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
部
が
目
標
を
設
定
し
、
班
ご

と
に
小
・
中
学
校
の
教
職
員
が
継

続
し
た
話
し
合
い
を
も
ち
な
が
ら

進
め
て
き
ま
し
た
。

①
学
習
指
導
部

目
標
…
９
年
間
を
見
通
し
た
学

び
の
基
本

活
動
班
…
家
庭
学
習
班
、
読
書

指
導
班
、
総
合
的
な
学
習
班
、
英

語
教
育
班

こ
の
中
で
も
英
語
教
育
で
は

小
・
中
学
校
の
授
業
交
流
を
活
用

し
、
中
学
校
の
英
語
科
教
員
が
小

学
校
の
外
国
語
活
動
に
積
極
的
に

関
わ
る
こ
と
で
、
小
学
校
の
支
援

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

②
児
童
・
生
徒
指
導
部

目
標
…
基
本
的
な
生
活
習
慣
の

徹
底
〜
良
い
習
慣
を
身
に
付
け
よ

う
〜活

動
班
…
生
活
班
、
交
通
班
、

教
育
相
談
班
、
部
活
動
班

交
通
班
で
は
、
小
・
中
学
校
の

教
職
員
が
合
同
で
朝
の
交
通
指
導

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
学
区

内
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
確
認
や

交
通
安
全
指
導
を
合
同
で
行
う
こ

と
に
よ
り
、
児
童
・
生
徒
の
安
全

な
通
学
を
確
保
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
「
三
島
中
学

校
区
内
に
は
通
学
路
と
し
て
非
常

に
危
険
な
場
所
が
多
い
」
と
い
う

現
状
を
、
小
・
中
学
校
の
教
職
員

が
共
通
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

③
健
康
指
導
部

目
標
…
健
全
な
生
活
を
送
る
た

め
の
習
慣
づ
く
り

活
動
班
…
生
活
習
慣
班
、
体
力

づ
く
り
班
、
性
指
導
班

体
力
づ
く
り
班
で
は
小
学
校
の

体
育
に
お
け
る
準
備
運
動
を
小
・

中
学
校
の
体
育
科
教
員
が
協
力
し

た
っ
こ
ん

合
っ
て
考
案
し
、「
拓
魂
サ
ー
キ
ッ

ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
と
名
付
け
ま

し
た
。
中
学
校
の
教
員
が
模
範
演

技
を
し
た
も
の
を
Ｃ
Ｄ
に
し
、
各

小
学
校
で
体
力
テ
ス
ト
に
お
け
る

落
ち
込
み
が
ち
な
項
目
の
補
強
に

役
立
て
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
指
導
部
の
活
動
以

外
に
も
、
部
活
動
に
お
い
て
陸
上

競
技
部
員
が
小
学
校
を
訪
問
し
て

競
技
指
導
の
手
伝
い
を
し
た
り
、

小
学
生
が
中
学
生
の
サ
ッ
カ
ー
の

練
習
に
合
流
す
る
姿
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
教
員
の
小

中
授
業
交
流
研
修
に
つ
い
て
は
、

毎
年
９
月
と
１
月
に
実
施
す
る
こ

と
が
恒
例
に
な
り
、
教
員
も
小
・

中
学
校
を
行
き
来
し
て
授
業
を
す

る
こ
と
に
慣
れ
て
来
ま
し
た
。
中

学
校
で
は
、
４
月
に
入
学
し
て
き

た
生
徒
か
ら
、「
小
学
校
の
と
き
に

授
業
を
し
て
く
れ
た
中
学
校
の
先

生
の
顔
を
見
て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
」

と
聞
い
た
と
き
、
こ
れ
も
授
業
交

流
の
成
果
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

今
後
は
、
保
護
者
や
地
域
の
皆

さ
ん
に
も
小
中
連
携
の
取
り
組
み

を
さ
ら
に
広
め
、
地
域
と
学
校
が

一
体
と
な
っ
て
児
童
・
生
徒
の
成

長
に
関
わ
っ
て
い
け
る
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
回
は
厚
崎
中
学
校
区
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

シリーズ 小中連携の取り組み⑧

三島中学校区での
小中連携の取り組み6月11日に行われた三島中学校の伝

統行事烏ヶ森清掃（写真上）。
今年度はこの行事に合わせ、5校一
斉『地域クリーン作戦』を実施しま
した。（写真右）
大勢の児童・生徒が同じ場所で活動
することは困難なため、各学校ごと
でそれぞれの地域のクリーン活動を
行いました。
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広報モニター寄稿

県
道
黒
磯
田
島
線（
板
室
街
道
）

を
直
進
し
、
黒
磯
北
中
を
過
ぎ
間

も
な
く
左
手
に
、
県
農
業
試
験
場

黒
磯
農
場
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で

毎
月
第
２
日
曜
「
あ
ぐ
り
ら
い
ふ

推
進
事
業
」
の
会
員
（
就
農
希
望

者
）が
集
ま
り
、生
育
管
理
指
導
員

（
農
業
者
）か
ら
、
野
菜
の
生
育
指

導
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

団
塊
の
世
代
を
対
象
に
、
農
業
を

通
し
た
生
き
が
い
づ
く
り
事
業

「
あ
ぐ
り
ら
い
ふ
推
進
事
業
」と

は
、
団
塊
の
世
代
が
持
つ
知
識
や

労
働
生
産
力
の
活
用
と
生
き
が
い

づ
く
り
対
策
を
通
し
、
市
の
ま
ち

づ
く
り
や
活
性
化
を
目
的
と
し
た

事
業
。
今
年
２
年
目
を
迎
え
ま
す
。

会
員
は
区
画
を
与
え
ら
れ
、
農

作
物
（
野
菜
）
の
栽
培
、
技
術
な

ど
の
習
得
を
実
践
し
ま
す
。

今
回
、
会
員
の
活
動
を
取
材
し

ま
し
た
の
で
、
お
伝
え
し
ま
す
。

９
月
の
第
２
日
曜
日

こ
の
日
、
か
す
か
に
涼
し
さ
を

感
じ
さ
せ
る
朝
８
時
、
指
導
員
の

下「
今
日
一
日
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

の
あ
い
さ
つ
。
野
菜
を
見
つ
め
る

育
て
の
親
た
ち
の
笑
顔
は
素
晴
ら

し
い
顔
で
し
た
…
。

今
年
の
夏
は
記
録
的
な
猛
暑
。

例
年
に
無
い
害
虫
の
発
生
。
農
作

物
に
被
害
が
多
く
、
神
経
を
遣
っ

た
と
の
こ
と
。
会
員
は
、
各
自
農

地
で
黙
々
と
野
菜
の
手
入
れ
に
入

る
。
指
導
員
は
各
区
画
を
回
り
、

一
人
ひ
と
り
に
手
取
り
足
取
り
、

種
の
ま
き
方
、
芽
の
手
入
れ
、
脇

せ
ん
て
い

芽
の
除
去
、
剪
定
作
業
、
実
の
付

き
方
、
間
引
き
方
、
丁
寧
に
生
育

管
理
の
状
態
、
今
後
の
手
入
れ
方

法
な
ど
を
指
導
。
会
員
は
真
剣
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

就
農
の
動
機
、
魅
力
は
？

「
自
分
の
食
べ
る
も
の
は
自
分
で

作
り
た
い
」「
一
度
自
分
で
畑
を
耕

し
育
て
て
み
た
か
っ
た
」「
畑
を
耕

し
、
種
を
ま
き
や
が
て
芽
が
出
、

花
が
咲
き
、
た
と
え
実
が
小
さ
く

形
が
不
揃
い
で
あ
っ
て
も
手
を
掛

け
育
て
て
い
く
こ
と
が
楽
し
く
、

生
き
が
い
を
感
じ
る
」。
こ
の
気
持

ち
は
実
際
に
携
わ
っ
た
者
し
か
味

わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
喜
び
で
あ

る
と
感
じ
ま
す
。

会
員
と
出
会
っ
て
思
う
こ
と

年
々
農
業
就
業
人
口
が
減
少
し

高
齢
化
が
進
む
な
か
、
農
業
の
今

後
の
課
題
解
決
に
は
、
若
手
の
就

農
促
進
が
不
可
欠
と
日
ご
ろ
感
じ

て
い
ま
し
た
。
今
回
出
会
っ
た
会

員
の
生
き
生
き
と
し
た
取
り
組
み

は
、
就
農
促
進
へ
の
ヒ
ン
ト
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ

る
会
員
は
「
次
世
代
の
人
へ
魅
力

を
伝
え
る
つ
な
ぎ
役
に
な
れ
れ
ば
。

そ
し
て
野
菜
を
毎
日
愛
情
込
め
育

て
、
供
給
が
で
き
た
ら
い
い
」
と
。

清
々
し
い
顔
で
話
し
て
い
た
の

が
印
象
的
で
し
た
。

【
広
報
モ
ニ
タ
ー

川
崎
精
一
】

最
近
は
、
鍵
を
身
に
付
け
て
い

れ
ば
、
鍵
を
取
り
出
さ
な
く
て
も

ド
ア
の
解
錠
・
施
錠
が
可
能
な
電

子
キ
ー
が
増
え
て
い
ま
す
。
電
子

キ
ー
は
便
利
な
半
面
、
取
り
扱
い

に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

事
例
１

電
子
キ
ー
を
後
部
座
席
に
置
き

車
外
に
出
た
ら
、
ド
ア
が
ロ
ッ
ク

さ
れ
た
。
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
電
池
が

弱
く
な
る
と
起
こ
る
と
言
う
が
、

告
知
は
な
か
っ
た
。

事
例
２

買
い
物
先
で
、
電
子
キ
ー
の
入

っ
た
カ
バ
ン
と
荷
物
を
車
内
に
置

き
ド
ア
を
閉
め
た
途
端
に
ロ
ッ
ク

が
か
か
っ
て
し
ま
い
、
業
者
に
解

錠
し
て
も
ら
っ
た
。
６
カ
月
の
赤

ち
ゃ
ん
が
い
た
が
、
抱
い
て
い
た

の
で
閉
じ
込
め
ず
に
済
ん
だ
。

事
例
３

ド
ア
が
開
か
な
く
な
り
、
有
料

業
者
を
呼
ん
だ
。
普
通
の
キ
ー
で

開
け
た
ら
防
犯
装
置
が
作
動
し
て

し
ま
い
、
大
音
量
の
ア
ラ
ー
ム
が

鳴
り
止
ま
な
か
っ
た
。
業
者
も
メ

ー
カ
ー
に
問
い
合
わ
せ
な
が
ら
作

業
し
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

●
電
子
キ
ー
の
電
池
切
れ
で
ド
ア

が
施
錠
さ
れ
る
車
種
も
あ
る
の

で
、
電
池
を
定
期
的
に
交
換
し
、

降
車
の
際
に
は
車
内
に
置
か
な

い
。

●
電
子
キ
ー
の
電
池
切
れ
時
の
ド

ア
の
解
錠
お
よ
び
エ
ン
ジ
ン
の

始
動
方
法
を
取
り
扱
い
説
明
書

で
確
認
し
て
お
く
。

●
車
の
乗
り
降
り
の
際
に
は
電
子

キ
ー
の
所
在
を
確
か
め
る
。
エ

ン
ジ
ン
を
か
け
た
ま
ま
窓
か
ら

電
子
キ
ー
を
持
ち
出
す
と
、
警

報
ブ
ザ
ー
が
作
動
し
な
い
車
種

で
は
持
ち
出
し
に
気
付
か
ず
、

電
子
キ
ー
に
よ
る
操
作
が
で
き

な
く
な
る
の
で
注
意
す
る
。

●
電
子
キ
ー
を
車
両
の
近
く
に
置

い
て
お
く
と
電
池
や
車
の
バ
ッ

テ
リ
ー
が
消
耗
す
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
電
子
キ
ー
は

車
両
の
近
く
に
保
管
し
な
い
。

農
業
で
生
き
が
い
づ
く
り

「
あ
ぐ
り
ら
い
ふ
推
進
事
業
」

問
い
合
わ
せ

■本
秘
書
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
０
９

「
乗
用
車
の
電
子
キ
ー
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
」

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
〜
バ
ス
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
前
下
車
）

�
０
２
８
７（
６３
）７
９
０
０

開
設
時
間

平
日
の
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時
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お
知
ら
せ

に
し
な
す
の
運
動
公
園

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

館
内
清
掃
の
た
め
、
に
し
な
す

の
運
動
公
園
の
施
設
が
、
臨
時
休

館
と
な
り
ま
す
。

と

き

１１
月
１７
日
�

対
象
施
設

体
育
館
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
を
含
む
）

問
い
合
わ
せ

施
設
振
興
公
社
西
那
須
野
地
区

（
に
し
な
す
の
運
動
公
園
）

�（
３６
）４
７
８
５

人
権
擁
護
委
員
を

紹
介
し
ま
す

こ
の
た
び
、
１０
月
１
日
付
け
で
、

齋
藤
逸
子
（
さ
い
と
う
い
つ
こ
）

氏
、
津
布
樂
光
惠
（
つ
ぶ
ら
み
つ

え
）
氏
の
二
人
が
、
人
権
擁
護
委

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
市
に
は
１３
人
の
人
権
擁

護
委
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
相
談
業
務

の
ほ
か
、
各
学
校
や
街
頭
で
の
啓

発
活
動
、
人
権
作
文
の
審
査
な
ど
、

人
権
擁
護
の
た
め
の
幅
広
い
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■本
社
会
福
祉
課�（

６２
）７
１
３
５

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

対

象

市
民
（
優
先
接
種
順
位

は
あ
り
ま
せ
ん
）

接
種
期
限

３
月
３１
日
�

接
種
場
所

国
と
契
約
し
た
受
託
医
療
機
関

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）

接
種
回
数

・
１３
歳
未
満
の
人

２
回

・
１３
歳
以
上
の
人

原
則
１
回

（
医
師
の
判
断
に
よ
り
２
回
）

接
種
費
用（
市
内
で
受
け
る
場
合
）

・
１
回
目
の
接
種

３
６
０
０
円

・
２
回
目
の
接
種

２
５
５
０
円

（
１
回
目
と
別
の
医
療
機
関
で

受
け
る
場
合
は
３
６
０
０
円
）

・
予
診
の
結
果
接
種
で
き
な
か
っ

た
場
合

１
７
９
０
円

※
生
活
保
護
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
に
該
当
す
る
人
は
接
種
費
用

の
助
成
が
あ
り
ま
す
。

※
６５
歳
以
上
ま
た
は
６０
歳
〜
６４
歳

の
特
定
の
疾
患
に
該
当
す
る
人

は
初
回
の
接
種
が
無
料
に
な
り

ま
す
（
２
月
２８
日
�
ま
で
）。

※
費
用
の
助
成
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
新
型
と

季
節
型
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

問
い
合
わ
せ

黒
磯
保
健
セ
ン
タ
ー

�（
６３
）１
１
０
０

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ

季
節
資
金
（
年
末
資
金
）

融
資
制
度
の
お
知
ら
せ

融
資
期
間

１１
月
１
日
�
〜
３
月
３１
日
�

対

象
県
内
に
１
年
以
上
事
業
所
を
有

し
て
営
業
を
行
っ
て
い
る
中
小

企
業
お
よ
び
事
業
協
同
組
合
等

資
金
の
使
い
み
ち

商
品
の
仕
入
れ
、
ボ
ー
ナ
ス
の

支
払
い
な
ど
の
季
節
的
な
運
転

資
金

融
資
条
件

・
融
資
額

企
業

１
千
万
円
以
内

団
体

１
億
円
以
内

・
融
資
利
率

年
２
・
０
％
以
内

（
保
証
付
責
任
共
有
制
対
象
外
）

１
・
５
％
以
内

（
保
証
付
責
任
共
有
制
対
象
）

１
・
７
％
以
内

申
込
期
限

１２
月
３０
日
�

申
し
込
み

県
内
に
本
店
を
有
す
る
銀
行
、

信
用
金
庫
、
信
用
組
合
お
よ
び

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
県
内
営

業
店

問
い
合
わ
せ

取
扱
金
融
機
関
ま
た
は

県
経
営
支
援
課

�
０
２
８（
６
２
３
）３
１
８
１

住民票・印鑑登録証明書を
鍋掛公民館・南公民館でも請求できます

受付日時 毎週火～金曜
午前 8時30分～午後 5時
※公民館の休館日を除く。

手 数 料 200円／1 通
問い合わせ 鍋掛公民館 �（60）1164

南 公民館 �（36）7341

地デジの準備はお早めに！
平成23年 7 月24日までに
アナログ放送は見られなくなります

地デジに対応したテレビやチューナーを購入する
など、早めの対応をお願いします。

地デジに関する問い合わせ
デジサポ栃木 �028（333）3331
※午前9時～午後9時（土・日曜、祝日は午後6時）

遠慮なく
お電話ください！

■本市役所本庁舎
〒325‐8501 共墾社１０８番地２

■西西那須野庁舎
〒329‐2792 あたご町２番３号

■塩塩原庁舎
〒329‐2993 中塩原１番地２

箒根出張所
〒329‐2801 関谷１２６６番地４

齋藤逸子氏（再任）津布樂光惠氏（新任）

住民票除票の取
得と印鑑登録は
できません。

１４平成22年11月 5日号



児
童
扶
養
手
当
の
手
続
き

は
済
ん
で
い
ま
す
か

８
月
か
ら
ひ
と
り
親
家
庭
の
父

も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

※
現
在
手
当
を
受
け
て
い
る
母
お

よ
び
養
育
者
の
人
の
受
給
に
つ

い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

新
し
く
対
象
と
な
る
人

次
の
い
ず
れ
か
の
児
童
を
養
育

し
、
か
つ
、
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
る
父

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
母
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
児
童

④
母
の
生
死
が
不
明
の
児
童

⑤
母
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
母
に
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄

さ
れ
て
い
る
児
童

手
当
の
額
（
月
額
）

児
童
の
数
、
所
得
に
応
じ
て
決

ま
り
ま
す

・
児
童
一
人

全
額
支
給

４
万
１
７
２
０
円

一
部
支
給

９
８
５
０
円
〜

４
万
１
７
１
０
円

・
児
童
二
人
目

５
０
０
０
円
加
算

・
児
童
三
人
目
以
降

一
人
に
つ
き
３
０
０
０
円
加
算

手
当
の
支
給

申
請
の
あ
っ
た
翌
月
分
か
ら

（
支
払
期
月
は
４
・
８
・
１２
月
）

※
平
成
２２
年
８
月
１
日
に
お
い
て

支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
人

が
、
平
成
２２
年
１１
月
３０
日
ま
で

に
申
請
し
た
場
合
は
８
月
分
か

ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他

・
父
が
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
等
は
、
手
当
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

・
所
得
の
制
限
等
支
給
要
件
が
あ

り
ま
す

問
い
合
わ
せ

■本
子
ど
も
課
�（
６２
）７
１
３
８

■西
市
民
福
祉
課
�（
３７
）６
２
３
１

■塩
総
務
福
祉
課
�（
３２
）２
９
１
２

年
金
の
税
務
上
の
取
り

扱
い
が
一
部
変
更
さ
れ

ま
す

相
続
ま
た
は
贈
与
等
に
係
る
生

命
保
険
契
約
や
損
害
保
険
契
約
等

に
基
づ
く
年
金
の
税
務
上
の
取
り

扱
い
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

こ
の
度
、
遺
族
が
年
金
と
し
て

受
給
す
る
生
命
保
険
金
の
う
ち
、

相
続
税
の
課
税
対
象
と
な
っ
た
部

分
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
の
課
税

対
象
に
な
ら
な
い
と
す
る
最
高
裁

判
所
の
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
年
金
に

係
る
税
務
上
の
取
り
扱
い
を
改
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
１７
年
〜
２１

年
分
ま
で
の
各
年
分
に
つ
い
て
、

所
得
税
が
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い

る
人
に
は
、
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て

い
る
所
得
税
が
還
付
と
な
る
の
で
、

必
要
な
手
続
き
（
更
正
の
請
求
ま

た
は
確
定
申
告
な
ど
）
を
し
て
く

だ
さ
い
。

こ
の
取
扱
い
の
変
更
の
対
象
と

な
る
人
や
所
得
税
の
還
付
の
手
続

き
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
【
■HPw

w
w
.nta.go.jp

】
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税

務
署
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
１７
年
分
の
還
付
は
、
早
い

人
で
は
平
成
２２
年
１２
月
末
が
還

付
期
限
と
な
る
の
で
、
早
目
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
け
取
っ
た
年
金
の
受
給
権
が

相
続
税
や
贈
与
税
の
課
税
対
象

と
な
る
場
合
、
実
際
に
相
続
税

や
贈
与
税
の
納
税
額
が
生
じ
な

か
っ
た
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

大
田
原
税
務
署

�
０
２
８
７（
２２
）８
０
９
０

年
末
調
整
・
確
定
申
告

に
は
保
険
料
の
控
除
証

明
書
を
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
め
た

保
険
料
の
全
額
が
所
得
税
・
市
県

民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
際
に
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、

平
成
２２
年
１
月
１
日
〜
１２
月
３１
日

の
間
に
納
め
た（
見
込
み
を
含
む
）

国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す

る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
の
添
付
が

必
要
で
す
。

送
付
さ
れ
る
時
期

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
は
、
毎
年
１１

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

は
が
き
で
送
付
さ
れ
ま
す
。
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続
き

を
す
る
と
き
ま
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加

入
し
た
場
合
な
ど
で
、
平
成
２２

年
１０
月
１
日
〜
１２
月
３１
日
の
間

に
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
た
人
に
つ
い
て
は
、
平
成

２３
年
２
月
上
旬
に
同
様
の
証
明

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
た
場
合
、
そ
の
納
め
た
保
険

料
全
額
が
納
め
た
人
の
所
得

税
・
市
県
民
税
の
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続
き

の
際
に
は
、
家
族
分
の
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
の
添
付
が
必
要

で
す
。

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
紛
失

し
て
し
ま
っ
た
と
き
な
ど
は
、

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
平
成
２３
年
３
月
１５
日
ま
で
）

�
０
５
７
０（
０
７
０
）１
１
７

大
田
原
年
金
事
務
所

�
０
２
８
７（
２２
）６
３
１
３

《 児童扶養手当 所得制限限度額表 》
平成22年度（平成21年分所得）

養育者・配偶者
扶養義務者

（本人と同居の親族）

2,360,000円

2,740,000円

3,120,000円

3,500,000円

3,880,000円

4,260,000円

※ 限度額の加算、各種控除等があります。

請求者（本人）

一部支給
月額 41,710円

～9,850円

1,920,000円

2,300,000円

2,680,000円

3,060,000円

3,440,000円

3,820,000円

全額支給
月額 41,720円

190,000円

570,000円

950,000円

1,330,000円

1,710,000円

2,090,000円

扶養親族
等の数

0人

1人

2人

3人

4人

5人

平成22年11月 5日号１５

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



全
国
一
斉
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

電
話
相
談
開
設

宇
都
宮
地
方
法
務
局
と
栃
木
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
１１

月
１５
日
�
か
ら
２１
日
�
の
１
週
間

を
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と
し
て
、

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
か
ら

の
暴
力
や
職
場
な
ど
に
お
け
る
セ

ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
の
人

権
問
題
に
関
す
る
相
談
を
電
話
で

受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
強
化
週
間
中
は
、
女
性

の
人
権
問
題
に
詳
し
い
人
権
擁
護

委
員
が
担
当
し
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
受
付
時
間

平
日
の
午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
７
時

（
土
・
日
曜
は
、
午
前
１０
時
〜

午
後
５
時
）

実
施
機
関

・
宇
都
宮
地
方
法
務
局

・
栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

相
談
番
号
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

�
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑

留
者
に
特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付

が
始
ま
り
ま
し
た
。

対
象
者
に
は
請
求
書
類
が
送
ら

れ
ま
す
の
で
、
ま
だ
手
元
に
届
い

て
い
な
い
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対

象
シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
で

平
成
２２
年
６
月
１６
日
時
点
で
日

本
国
籍
を
有
す
る
存
命
者

請
求
期
限

平
成
２４
年
３
月
３１
日

問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金

事
業
部
特
別
給
付

金
担
当

�
０
５
７
０（
０
５
９
）２
０
４

※
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

�
０
３（
５
８
６
０
）２
７
４
８

平
成
２２
年
度

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

期

間
１１
月
９
日
�
〜
１５
日
�

「
消
し
た
か
な
」

あ
な
た
を
守
る

合
言
葉

（
平
成
２２
年
度
全
国
統
一
防
火

標
語
）

◆
住
宅
防
火
対
策

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る

・
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い

・
た
と
え
短
時
間
で
あ
っ
て
も
、

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

※
す
べ
て
の
住
宅
に
平
成
２１
年
６

月
１
日
か
ら
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

火
災
に
よ
る
死
者
の
大
多
数
が

住
宅
火
災
か
ら
発
生
し
、
そ
の

約
半
数
が
逃
げ
遅
れ
で
あ
る
た

め
、
火
災
を
早
期
発
見
し
大
切

な
「
命
」
を
守
る
た
め
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ

と
は
、
大
変
有
効
な
手
段
で
す
。

問
い
合
わ
せ

黒
磯
那
須
消
防
組
合
消
防
本
部

予
防
消
防
課
�（
６２
）０
８
６
４

板
室
分
署

�（
６９
）０
１
１
９

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
消

防
本
部
予
防
課

�
０
２
８
７（
２２
）３
０
１
６

西
那
須
野
分
署�（

３６
）２
３
０
０

塩
原
分
署

�（
３２
）２
９
４
９

黒
磯
那
須
消
防
組
合
主
催
消
防
展

と

き

１１
月
１３
日
�

午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ

ス
ー
パ
ー
ビ
バ
ホ
ー
ム
那
須
塩

原
店
（
豊
浦
１２
‐
１
）

内

容
消
防
車
両
の
展
示
お
よ
び
体
験

乗
車
、
防
火
風
船
・
綿
ア
メ
の

無
料
配
布
な
ど

問
い
合
わ
せ

黒
磯
那
須
消
防
組
合
消
防
本
部

予
防
消
防
課
�（
６２
）０
８
６
４

那須塩原クリーンセンター
ダイオキシン類測定分析結果（平成22年 8月現在）
那須塩原クリーンセンターの排出ガスについて、ダイオ

キシン類対策特別措置法の規定に基づき、ダイオキシン類
の濃度測定を実施した結果、 1号煙突、 2号煙突とも基準
値を下回りました。

※ 1．ngは10億分の 1ｇ、TEQは毒性等量、�Nは 0℃、 1気
圧の状態における 1�を表します。

※ 2．ng（ナノグラム）とは、学校の教室 5個分の広さの建物
（1,000�）を水でいっぱいにして角砂糖 1個を溶かし、
その水 1 ccに含まれる砂糖が 1 ngです。

※ 3．TEQとは、ダイオキシン類は何十種類もあり、それぞれ
毒性の強さが異なります。その中でもっとも毒性が強い
ものを「 1」としたときの換算値です。

問い合わせ 那須塩原クリーンセンター �（68）1881

【那須塩原クリーンセンター排ガス中のダイオキシン類濃度】
（単位：ng-TEQ／�N）
排出基準

自己規制値

0.05以下

法定基準

1.0以下

測定値

0.0020
0.0017

煙 突

1 号煙突
2号煙突

●9月の火災と救急●
火災のテレフォンサービス
�0180－992009 （黒磯地区）
�（22）0119 （西那須野・塩原地区）
◎火災…建物 2件・林野 0件・その他 3件
平成22年の累計33件
◎救急…交通 40件・急病 179件・その他 87件
平成22年の累計2,974件
問い合わせ
黒磯那須消防組合消防本部 �（62）0864
西那須野分署 �（36）2300
塩原分署 �（32）2949

１６平成22年11月 5日号



市
農
業
公
社
が

農
地
利
用
集
積
円
滑
化

団
体
に
な
り
ま
し
た

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
と

は
、
農
地
を
ま
と
め
て
使
い
や
す

く
す
る
市
町
村
段
階
で
設
置
さ
れ

る
仲
介
組
織
で
す
。

主
な
事
業

①
農
地
所
有
者
代
理
事
業（
新
規
）

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体

（
農
業
公
社
）
が
農
地
利
用
者

か
ら
委
任
を
受
け
、
農
地
の
貸

付
（
売
渡
）
を
行
い
ま
す

②
農
地
売
買
等
事
業
（
従
来
と
同

じ
事
業
）

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体

（
農
業
公
社
）
が
農
地
を
借
り

受
け
て
（
買
入
）、
貸
付
（
売

渡
）
を
行
い
ま
す

※
平
成
２２
年
度
か
ら
３
年
間
、
農

地
利
用
調
整
活
動
支
援
事
業
の

一
環
と
し
て
、
補
助
要
件
に
該

当
し
た
場
合
は
、
農
地
の
貸
し

手
借
り
手
に
取
組
み
参
加
の
奨

励
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
１０
ア
ー

ル
当
た
り
９
０
０
０
円
の
奨
励

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

農
業
公
社

�（
６０
）１
２
８
３

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
協
力
を

那
須
塩
原
市
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
の
推
進
状
況
や
市
民
意
識

の
実
態
を
把
握
し
、
今
後
の
取
り

組
み
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
票
が
届
い
た
人
は
、
質
問

に
回
答
し
て
い
た
だ
き
、
１２
月
１

日
ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い

実
施
期
間

１１
月
１０
日
�
〜
１２
月
１
日
�

対

象

２０
歳
以
上
７０
歳
未
満
の

男
女
２
０
０
０
人

調
査
方
法

郵
送
に
よ
る

問
い
合
わ
せ

■本
市
民
協
働
推
進
課

�（
６２
）７
０
１
９

公
共
下
水
道
へ
接
続
の

お
願
い

生
活
環
境
の
改
善
と
河
川
な
ど

の
水
質
向
上
の
た
め
に
整
備
し
た

下
水
道
も
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
得

て
利
用
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、

そ
の
目
的
は
達
成
さ
れ
ま
せ
ん
。

市
民
の
う
ち
、
半
数
は
下
水
道

の
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
下
水
道
を
利
用
で
き
る

人
の
中
で
も
、
水
洗
化
率
は
８７
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
に
接
続
で
き
る
区
域
に

建
物
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
１

日
も
早
く
下
水
道
へ
の
接
続
工
事

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
水
洗
化
の
利
点

・
家
庭
や
工
場
の
汚
水
を
衛
生
的

に
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

・
蚊
や
ハ
エ
の
発
生
を
防
ぎ
、
地

域
の
環
境
衛
生
に
役
立
ち
ま
す

・
悪
臭
が
な
く
な
り
、
掃
除
が
簡

単
に
な
り
ま
す

・
く
み
取
り
、
消
毒
の
必
要
が
な

く
な
り
ま
す

・
安
全
に
、
安
心
し
て
ト
イ
レ
を

使
用
で
き
ま
す

◆
接
続
工
事
は
お
早
め
に

排
水
設
備
の
工
事
は
、
市
の
指

定
工
事
店
へ
直
接
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
関
係
書
類
の
作
成
や
市

へ
の
申
請
な
ど
の
手
続
き
を
代
行

し
て
く
れ
ま
す
。

◆
工
事
資
金
の
融
資
を
あ
っ
せ
ん

し
ま
す

排
水
設
備
工
事
の
費
用
負
担
軽

減
の
た
め
、
市
内
の
金
融
機
関
か

ら
の
融
資
を
あ
っ
せ
ん
す
る
制
度

も
あ
り
ま
す
。

融
資
あ
っ
せ
ん
限
度
額

改
造
工
事
１
件
に
つ
き
６０
万
円

（
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
工
事
に
つ

い
て
は
８０
万
円
）

返
済
方
法

６０
カ
月
以
内
の
元
金

返
済
（
利
子
は
市
が
負
担
）

問
い
合
わ
せ

■西
下
水
道
課
�（
３７
）５
１
１
０

◆◆ 市の施設の指定管理者が決まりました ◆◆

今年度末に指定期間が満了する施設および新規導入施設の指定管理者が、下の表のとおり決定しました。

指定期間

平成23年 4 月 1 日

～

平成28年 3 月31日

問い合わせ ■本企画情報課 �（62）7106

指定管理者

社団法人
那須塩原市シルバー人材センター

企業組合 労協センター事業団

箒根酪農業協同組合

那須ヘルスセンター株式会社

施 設 名

黒磯駐車場、那須塩原駅東口駐車場、那須塩原駅西口
駐車場、黒磯駅前西口臨時駐車場、西那須野駅前駐車
場、西大和駐車場

西那須野駅東口自転車駐車場、西那須野駅西口自転車
駐車場

塩原温泉天皇の間記念公園

八汐第一公園、八汐第二公園、今井公園

シニアセンター

八郎ヶ原放牧場

くろいそ運動場、那珂川河畔運動公園、那珂川河畔公
園プール、青木サッカー場、塩原運動公園、関谷南公
園、塩原B＆G海洋センター

平成22年11月 5日号１７

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



個
人
住
民
税
の
特
別
徴

収
に
協
力
を

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税

（
市
県
民
税
）に
つ
い
て
は
、
地
方

税
法
の
規
定
に
よ
り
、
給
与
支
払

者
（
事
業
者
）
が
、
毎
月
給
与
の

支
払
を
す
る
際
に
徴
収（
天
引
き
）

し
、
市
町
村
に
納
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
（
特
別
徴
収
制
度
）。

所
得
税
は
給
与
か
ら
源
泉
徴
収

し
て
い
る
が
、
個
人
住
民
税
は
徴

収
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
よ
う
な
場
合

に
は
、
特
別
徴
収
を
行
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
、
市
と
県
税
事
務
所
が

共
同
で
給
与
支
払
者
に
指
導
を
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■本
課
税
課

�（
６２
）７
１
２
１

募
集

塩
谷
看
護
専
門
学
校

看
護
学
生
（
一
般
入
試
）

試
験
日

１２
月
４
日
�

と
こ
ろ

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
看
護

専
門
学
校（
塩
谷
病
院
敷
地
内
）

対

象

①
平
成
２３
年
３
月
に
高
校
卒
業
見

込
み
の
人

②
高
校
を
卒
業
ま
た
は
こ
れ
と
同

等
の
資
格
を
有
す
る
人

定

員

若
干
名

修
業
期
間

３
年
（
全
日
制
）

試
験
科
目

国
語
総
合
（
古
文
・

漢
文
を
除
く
）、
選
択
科
目（
英

語
Ⅰ
、
数
学
Ⅰ
・
数
学
Ａ
、
生

物
Ⅰ
か
ら
１
科
目
）、
面
接

申
込
期
間

１１
月
１２
日
�
〜
２６
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
看
護

専
門
学
校

事
務
部

�
０
２
８
７（
４４
）２
３
２
２

陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
は
、

高
等
学
校
普
通
科
と
同
等
の
教
育

を
受
け
な
が
ら
、
自
衛
官
と
し
て

必
要
な
教
育
や
訓
練
を
行
う
学
校

で
す
。
課
程
終
了
時
に
は
「
高
等

学
校
卒
業
資
格
」
を
取
得
で
き
ま

す
。

第
一
次
試
験
日

１
月
２２
日
�

と
こ
ろ

大
田
原
勤
労
者
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー

対

象
中
学
校
卒
業（
見
込
み
も
含
む
）

以
上
で
１７
歳
未
満
の
男
子
（
平

成
２３
年
４
月
１
日
現
在
）

申
込
期
限

１
月
７
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部

大
田
原
地
域
事
務
所

�
０
２
８
７（
２２
）２
９
４
０

社
会
的
養
護
を
担
う

養
育
里
親
を
募
集

「
養
育
里
親
」
と
は
、
保
護
者

の
い
な
い
児
童
ま
た
は
何
ら
か
の

理
由
で
保
護
者
が
養
育
で
き
な
い

児
童
を
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、

養
育
し
て
く
れ
る
人
の
こ
と
で
す
。

養
育
期
間
は
児
童
の
状
況
に
応

じ
て
異
な
り
ま
す
。

な
お
、
養
育
里
親
と
な
る
た
め

に
は
原
則
６
日
間
の
研
修
を
受
講

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
次
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

栃
木
県
県
北
児
童
相
談
所

�（
３６
）１
０
５
８

レ
ジ
袋
削
減
の
た
め
の

手
作
り
マ
イ
バ
ッ
ク

コ
ン
テ
ス
ト

応
募
規
格

・
素
材
、
形
は
自
由

・
大
き
さ
、
耐
久
性
は
、
１
・
８

�
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
３
本
入

れ
て
持
ち
運
び
が
で
き
る
も
の

・
応
募
者
が
創
作
し
た
未
発
表
の

も
の
（
市
販
品
は
不
可
）

対

象
那
須
地
区
３
市
町
（
大
田
原
市
、

那
須
町
、
那
須
塩
原
市
）
に
住

所
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
人

審
査
・
表
彰
等

最
優
秀
賞
の
他
各
賞

※
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
あ
り
。

応
募
方
法

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
作
品
に
添
付
し
、
送
付
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

※
送
料
は
応
募
者
負
担
。

募
集
期
限

１
月
１４
日
�
（
必
着
）

主

催

那
須
地
区
レ
ジ
袋
削
減

推
進
協
議
会

そ
の
他

詳
し
い
実
施
要
領
・
応

募
用
紙
は
環
境
対
策
課
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

■本
環
境
対
策
課�（

６２
）７
３
０
１

②
税
額
の
計
算

【特別徴収制度の流れ】

市
町
村

④給与の支払の際に住民税を徴収（天引き）
（6月から翌年5月までの毎月の給与支払の際）

①給与支払報告書の提出（1月末まで）

③税額の通知（5月10日ごろ）

⑤徴収した住民税の納入（翌月10日まで）

給与所得者
【納税者（従業員）】

給
与
支
払
者

【
事
業
者（
会
社
）】

③

地方税電子申告（eLTAX）を
利用してください

本市では平成22年度からインターネットを利用し
て地方税の申告と申請・届出の手続きができるよう
になりました。
◆eLTAX（エルタックス）とは
地方税ポータルシステムの呼称で、地方税のさま
ざまな手続きをインターネットを利用して電子的
に行うシステムです。

利用可能な手続き

給与支払報告、特別徴収切替申請、特
別徴収義務者所在地・名称変更届、給
与所得者異動届
予定申告、修正申告、中間申告、確定
申告、法人設置(設立)届、法人変更届
償却資産申告（償却資産課税台帳）、
種類別明細（増加資産・全資産用）、
種類別明細（減少資産用）

利用方法など、詳しくは次に問い合わせてください。

問い合わせ
社団法人地方電子化協議会 �03（5339）6710

税 目

個人市県民税

法人市民税

固定資産税
（償却資産）
※平成23年1月から

１８平成22年11月 5日号



県
北
産
業
技
術
専
門
校

訓
練
生
（
機
械
加
工
科
）

訓
練
期
間

１
月
６
日
�
〜
６
月
２４
日
�

（
６
カ
月
間
）

と
こ
ろ

県
立
県
北
産
業
技
術
専
門
校

（
那
須
町
高
久
甲
５
２
２
６
‐
２４
）

対

象
求
職
活
動
ま
た
は
、
新
た
な
職

業
に
就
こ
う
と
し
て
い
る
人

定

員

５
人

授
業
料

無
料

※
教
材
費
な
ど
が
別
途
必
要
。

申
込
期
限

１１
月
２６
日
�

そ
の
他

１２
月
１０
日
�
に
入
校
選

考
試
験
（
適
性
、
面
接
ほ
か
）

を
行
い
ま
す

申
し
込
み

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所

問
い
合
わ
せ

県
立
県
北
産
業
技
術
専
門
校

�（
６４
）４
０
０
０

研
修
会
・
講
座
・
教
室

塩
原
温
泉
太
極
拳
教
室

と

き
１１
月
１２
日
〜
１２
月
３
日

毎
週
金
曜

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

と
こ
ろ

塩
原
庁
舎
会
議
室

対

象

市
民
、
市
内
勤
務
者

定

員

２０
人

内

容

介
護
予
防
の
た
め
の
太

極
拳
教
室

参
加
費

２
０
０
０
円

申
込
期
限

１１
月
１０
日
�

申
し
込
み

■西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�（
３７
）５
４
３
９

太
極
拳
協
会
（
君
島
）

�（
３２
）４
６
０
４

問
い
合
わ
せ

太
極
拳
協
会
（
君
島
）

�（
３２
）４
６
０
４

空
手
道
教
室

と

き
１１
月
１２
日
〜
２６
日

毎
週
金
曜

午
後
７
時
〜
８
時

と
こ
ろ

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
２
階

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

対

象
小
学
１
年
生
以
上
の
市
民
、

市
内
勤
務
者

定

員

２０
人

参
加
費

子
ど
も

６
０
０
円

大

人

１
６
０
０
円

申
込
期
限

１１
月
１０
日
�

申
し
込
み

■西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�（
３７
）５
４
３
９

空
手
道
連
盟
（
君
島
）

�（
３２
）３
５
０
４

問
い
合
わ
せ

空
手
道
連
盟
（
君
島
）

�（
３２
）３
５
０
４

市
民
公
開
講
座

「
糖
尿
病
に

な
ら
な
い
た
め
に
」

と

き

１１
月
１４
日
�

午
前
１１
時
４５
分
〜

午
後
３
時
２０
分

と
こ
ろ

黒
磯
文
化
会
館

内

容

①
相
談
と
測
定
（
正
午
〜
午
後
１

時
３０
分
）
※
先
着
順
。

②
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー

③
動
脈
硬
化
指
標
測
定
コ
ー
ナ
ー

④
講
演
（
午
後
２
時
か
ら
）

「
糖
尿
病
と
言
わ
れ
た
ら
」

講
師

門
傅
剛
氏

（
獨
協
医
科
大
学
内
分
泌

代
謝
内
科
准
教
授
）

「
糖
尿
病
と
運
動
」

講
師

上
田
清
史
氏

（
国
際
医
療
福
祉
大
学
病

院
理
学
療
法
士
）

⑤
そ
の
他
（
ビ
デ
オ
上
映
）

入
場
料

無
料

定

員

１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

那
須
郡
市
医
師
会

�
０
２
８
７（
２３
）８
６
４
７

心
の
病
を
理
解
す
る

た
め
の
家
族
教
室

と
き
・
テ
ー
マ

①
１１
月
１９
日
�

こ
こ
ろ
の
病
気
に
つ
い
て
知
ろ

う

〜
う
つ
病
に
つ
い
て
〜

②
１２
月
１７
日
�

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
「
家
族
の
気

持
ち
を
話
し
て
み
よ
う
」

③
１
月
２１
日
�

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
「
家
族
の
気

持
ち
を
話
し
て
み
よ
う
」

※
時
間
は
す
べ
て
午
後
１
時
３０
分

〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
大
田
原
市
住
吉
町
２
‐
１４
‐
９
）

対

象
統
合
失
調
症
・
う
つ
病
な
ど
、

心
の
病
気
を
持
つ
人
の
家
族

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
０
２
８
７（
２２
）２
２
５
９

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

の
試
食
会

「
キ
ッ
チ
ン
バ
ラ
ン
ス
」

と
き
・
と
こ
ろ

・
１１
月
２４
日
�

健
康
長
寿
セ
ン
タ
ー

・
１２
月
６
日
�

黒
磯
保
健
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
両
日
と
も

午
前
１１
時
４０
分
〜
午
後
１
時

（
受
け
付
け
は
午
前
１１
時
３０
分

か
ら
）

対

象

市
民
（
病
院
で
食
事
指

導
を
受
け
て
い
る
人
を
除
く
）

定

員

２０
人

内

容
大
人
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
１
食
分
の
試
食
、
講
話
、
食

生
活
・
食
事
に
関
す
る
相
談

参
加
費

２
０
０
円

申
込
期
限

実
施
日
の
３
日
前

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

黒
磯
保
健
セ
ン
タ
ー

�（
６３
）１
１
０
０

西
那
須
野
保
健
セ
ン
タ
ー

�（
３８
）１
３
５
６

親
子
の
食
育
教
室

と

き

１１
月
２８
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後
１
時
３０
分

と
こ
ろ

厚
崎
公
民
館

対

象

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定

員

１０
組

内

容
食
育
紙
芝
居
、
調
理
実
習

参
加
費

一
人
当
た
り
１
０
０
円

主

催

那
須
塩
原
市
食
生
活
改

善
推
進
団
体
連
絡
協
議
会

申
込
期
限

１１
月
２４
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

黒
磯
保
健
セ
ン
タ
ー

�（
６３
）１
１
０
０
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骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
教
室

美
し
さ
の
「
骨
（
コ
ツ
）」、
教

え
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

・
黒
磯
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

１２
月
１
日
�
、
２
月
１４
日
�

・
西
那
須
野
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

１
月
１３
日
�
、
２
月
２４
日
�

※
時
間
は
す
べ
て
午
前
１１
時
〜
午

後
３
時
。

対

象

６４
歳
以
下
の
女
性

定

員

各
日
と
も
２０
人

内
容
（
各
日
と
も
同
じ
で
す
）

・
講
話

「
骨
粗
し
ょ
う
症
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
知
識
＋
予
防
の
た
め

の
３
つ
の
コ
ツ
」

「
予
防
の
た
め
の
食
事
の
コ
ツ
」

・
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
食
事
の
試

食
会

・
家
で
も
で
き
る
運
動
の
コ
ツ

参
加
費

２
０
０
円

持
参
す
る
物

筆
記
用
具
、
運
動
の
で
き
る
上

履
き
、
飲
み
物
、
骨
粗
し
ょ
う

症
検
診
の
結
果（
あ
る
人
の
み
）

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

黒
磯
保
健
セ
ン
タ
ー

�（
６３
）１
１
０
０

西
那
須
野
保
健
セ
ン
タ
ー

�（
３８
）１
３
５
６

甲
種
防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会

と

き
１２
月
１
日
�
〜
２
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ

那
須
町
文
化
セ
ン
タ
ー

定

員

１
２
０
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

受
講
料

６
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

申
込
方
法

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
次
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

�
日
本
防
火
協
会

FAX
０
３（
３
５
９
１
）７
１
３
０

講
習
申
込
書
の
入
手
方
法

各
消
防
本
部
ま
た
は
日
本
防
火

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http

://
w
w
w
.n-bouka.or.jp/

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い

申
込
期
間

１１
月
８
日
�
〜
１２
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ

�
日
本
防
火
協
会

�
０
３（
３
５
９
１
）７
１
２
１

黒
磯
那
須
消
防
組
合
消
防
本
部

予
防
消
防
課

�（
６２
）０
８
６
４

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合

消
防
本
部
予
防
課

�
０
２
８
７（
２２
）３
０
１
６

親
子
の
体
操
教
室

〜
小
児
生
活
習
慣
病

を
予
防
し
よ
う
〜

と

き

１２
月
７
日
〜
２１
日

毎
週
火
曜
（
全
３
回
）

午
後
４
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ

に
し
な
す
の
運
動
公
園
体
育
館

対

象

市
内
在
住
の
４
歳
以
上

〜
未
就
学
児
の
子
ど
も
と
親

※
健
康
上
の
不
安
の
あ
る
人
は
、

医
療
機
関
等
に
相
談
し
て
か
ら

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

定

員
１５
組
（
親
子
２
人
で
１
組
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
。

※
参
加
希
望
者
が
５
組
に
満
た
な

い
場
合
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

内

容

親
子
で
楽
し
く
実
践
で

き
る
運
動
、
小
児
生
活
習
慣
病

予
防
の
講
話

参
加
費

１
０
０
０
円

申
込
期
間

１１
月
５
日
�
〜
１９
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
電
話
で
の
申
し
込
み
可
。

そ
の
他

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
（
大

人
の
み
）、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

施
設
振
興
公
社
西
那
須
野
地
区

（
に
し
な
す
の
運
動
公
園
）

�（
３６
）４
７
８
５

勤労青少年ホーム中期講座
勤労青少年ホームは、働く青少年が余暇時間を利用して、スポーツや趣味、文化教養など広く活動の場を提供

することを目的とした公共の施設です。各講座のほか、講座参加者でつくる利用者会では年間を通して、さまざ
まなイベントも実施しています。初めての人も歓迎しますので、ぜひ参加してみてください。

申込期限

11月11日（木）

11月26日（金）

対 象 おおむね35歳以下の市民または市内勤務の勤労青少年
※定員に満たない場合は、上記以外の人も受け付けます。
※申込者多数の場合は、抽選となります。

その他 教材費以外に利用者会費として、1,000円が必要です
申し込み 勤労青少年ホーム（午後1時～午後6時30分、土・日曜、祝日を除く）

�（73）5300 home@nshome.jp
問い合わせ ■本商工観光課（午前8時30分～午後5時15分、土・日曜、祝日を除く） �（62）7154

教材費

無 料

3,500円

定員

20人

20人

内 容

初心者のためのソフトコ
ース

基礎を学び、ゲームを楽
しみながらスコアアップ
を目指す

ところ

厚崎公民館
和室

黒磯ボウル

と き

11月17日～12月22日
毎週水曜（全 6回）
午後 7時30分～ 9時

12月 6 日～ 2月14日
毎週月曜（全 8回）
午後 7時30分～ 9時30分

講座名

ピラティス

ボウリング

２０平成22年11月 5日号



介
護
予
防

マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

介
護
予
防
用
の
安
全
な
マ
シ
ン

を
使
っ
て
か
ら
だ
を
動
か
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
専
門
家
が
指
導
し
ま

す
の
で
安
心
し
て
行
え
ま
す
。

と

き
１２
月
２１
日
以
降
の
毎
週
火
・
金

曜
（
全
２４
回
）

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
、

午
後
２
時
３０
分
〜
４
時

と
こ
ろ

シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

対

象
６５
歳
以
上
の
市
民
（
介
護
保
険

認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
）

参
加
費

１
回
当
た
り
３
０
０
円

そ
の
他

希
望
者
に
は
送
迎
を
行

い
ま
す

申
込
期
限

１２
月
３
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

�（
７３
）２
２
１
０

催
し

道
の
駅
「
明
治
の
森
・

黒
磯
」
収
穫
祭

と

き

１１
月
７
日
�

午
前
９
時
３０
分

と
こ
ろ

道
の
駅
「
明
治
の
森
・
黒
磯
」

内

容

・
農
産
物
お
よ
び
特
産
品
の
割
引

販
売

・
季
節
の
ア
イ
ス
、
パ
ン
の
値
引

き
販
売

・
つ
き
た
て
餅
、
焼
き
そ
ば
の
販

売
お
よ
び
模
擬
店
の
出
店

・
米
の
つ
か
み
取
り

・
巻
狩
り
鍋
無
料
サ
ー
ビ
ス

そ
の
他

「
お
客
様
大
感
謝
祭
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
と
し
て
、
道
の
駅
で
５

０
０
円
以
上
の
買
い
物
を
す
る

と
、
バ
ス
旅
行
の
応
募
券
を
配

布
し
ま
す

※
応
募
用
紙
は
各
店
舗
で
配
布
。

応
募
期
限
は
１１
月
３０
日
。

問
い
合
わ
せ

道
の
駅
管
理
事
務
所

�（
６３
）０
３
９
９

県
北
産
業
技
術
専
門
校

学
校
見
学
会

と

き
１１
月
８
日
�
〜
１２
日
�

午
前
１０
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ

県
立
県
北
産
業
技
術
専
門
校

（
那
須
町
高
久
甲
５
２
２
６
‐
２４
）

対

象
高
校
生
お
よ
び
高
校
の
教
職
員
、

求
職
者
、
そ
の
他
一
般
の
人

内

容
各
科
の
授
業
や
実
習
を
自
由
に

見
学
で
き
ま
す
（
案
内
は
希
望

者
の
み
）

申
し
込
み

申
し
込
み
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ

県
立
県
北
産
業
技
術
専
門
校

�（
６４
）４
０
０
０

『
え
り
の
あ
』

ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

栃
木
県
在
住
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
『
え
り
の
あ
』
さ
ん

の
ラ
イ
ブ
で
す
。

と

き

１１
月
２０
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ

と
よ
う
ら
公
民
館

内

容

歌
と
お
話

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

と
よ
う
ら
公
民
館

�（
６０
）３
１
２
２

子育てサポーター養成講座
地域において子育て中の人の身近な相談相手や協力者となる、子育てサポーターの養成講座を開催します。
2日間の 3講座で、子育て支援に関する知識や普通救命の技能を学びます。

内 容

子どもの発達・発育、
子どもの健康管理、事故と対処方法

普通救命講習

子どもの遊び、保育の心

※同一コースで 3講座を受講することを基本としますが、都合に合わせて両コースから講座を組み合わせて受講
することもできます。

※ 3講座を受講した人（異なるコースで受講した場合も可）に子育てサポーター認定証を発行します。
ところ Ａコース：西那須野庁舎３階会議室 Ｂコース：本庁舎（黒磯）２階会議室
対 象 市内在住で子育て支援について興味がある人、孫や近所の子どもを預かるなど子どもと接する機会があ

る人
定 員 各コース 20人 参加費 無料 申込期限 11月24日（水）
申し込み・問い合わせ ■本子ども課 �（62）7138

Ｂコース

12月15日（水） 午前 9時～正午

12月15日（水） 午後 1時～ 4時

12月16日（木） 午前 9時～正午

Ａコース

12月 1 日（水） 午後 1時～ 4時

12月 2 日（木） 午前 9時～正午

12月 2 日（木） 午後 1時～ 4時

講座①

講座②

講座③
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足
湯
寄
せ
を
開
催
し
ま
す

と

き

１１
月
２０
日
〜
２８
日
の

土
・
日
曜
、
祝
日

※
午
前
１１
時
と
午
後
２
時
の
１
日

２
回
公
演
。

と
こ
ろ

塩
原
温
泉
湯
っ
歩
の
里

内

容
（
日
に
よ
っ
て
内
容
が
変

わ
り
ま
す
）

①
お
笑
い
ラ
イ
ブ
（
全
日
）

②
か
た
り
べ
（
２０
・
２１
・
２３
日
）

出
演

塩
原
の
か
た
り
べ

③
琴
の
調
べ
（
２７
・
２８
日
）

出
演

箏
曲

玉
秀
会

④
お
楽
し
み
抽
選
会
（
全
日
）

地
元
の
特
産
品
や
農
産
物
が
当

た
る
チ
ャ
ン
ス
で
す

特
賞
は
「
塩
原
温
泉
ペ
ア
宿
泊

利
用
券
」（
期
間
中
２
組
）

入
場
料

足
湯
利
用
料
が
必
要
で
す

問
い
合
わ
せ

■塩
産
業
観
光
建
設
課

�（
３２
）２
９
１
４

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金

１
１
０
番
」「
労
働
ト
ラ
ブ
ル

１
１
０
番
」
無
料
相
談
会

と

き

１１
月
２０
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

栃
木
県
司
法
書
士
会
館

（
宇
都
宮
市
幸
町
１
‐
４
）

内

容

①
多
重
債
務
問
題
（
任
意
整
理
、

個
人
民
事
再
生
、
自
己
破
産
等
）

②
労
働
問
題
（
給
料
未
払
い
、
サ

ー
ビ
ス
残
業
等
）

相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
当
日
の
み
）

�
０
２
８（
６
３
７
）８
４
０
２

問
い
合
わ
せ

栃
木
県
司
法
書
士
会

�
０
２
８（
６
１
４
）１
１
２
２

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

複
数
の
借
金
で
悩
ん
で
い
る
人

の
た
め
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
に

よ
る
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

大
田
原
会
場
で
は
個
人
の
相
談

だ
け
で
は
な
く
、
中
小
企
業
診
断

士
に
よ
る
事
業
者
向
け
の
ア
ド
バ

イ
ス
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
面
接
相
談

①
西
那
須
野
会
場

と

き

１１
月
２０
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

西
那
須
野
公
民
館

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

栃
木
県
司
法
書
士
会

�
０
２
８（
６
１
４
）１
１
２
２

②
大
田
原
会
場

と

き

１１
月
２９
日
�

午
後
１
時
〜
５
時

と
こ
ろ

大
田
原
市
湯
津
上
支
所

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
田
原
市
生
活
環
境
課

�
０
２
８
７（
２３
）８
７
０
６

◆
電
話
相
談

と

き

１１
月
の
毎
週
土
曜

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

栃
木
県
司
法
書
士
会
館

�
０
２
８（
６
５
１
）５
０
０
８

西
那
須
野
産
業
文
化
祭

音
楽
祭

地
元
ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
家
に
よ

る
、
秋
恒
例
の
演
奏
会
で
す
。

と

き

１１
月
２１
日
�

午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ

三
島
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

音
楽
祭
実
行
委
員
長

伊
藤

�（
３７
）５
０
５
３

西
那
須
野
中
学
校
主
催

「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
駅
伝
」
講
演
会

２
０
０
９
年
と
２
０
１
０
年
に

箱
根
駅
伝
で
２
連
覇
を
成
し
遂
げ

た
、
東
洋
大
学
陸
上
競
技
部
の
佐

藤
コ
ー
チ
の
講
演
会
で
す
。
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

ま
た
、
同
日
の
午
前
９
時
３０
分

か
ら
、
西
那
須
野
中
学
校
周
辺
で
、

小
・
中
学
生
、
一
般
の
人
が
参
加

す
る
駅
伝
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
東
洋
大
学
駅

伝
選
手
も
参
加
し
ま
す
の
で
、
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

と

き
１１
月
２１
日
�

午
後
２
時

と
こ
ろ

那
須
拓
陽
高
等
学
校
体
育
館

（
西
那
須
野
中
学
校
隣
り
）

講

師

佐
藤
尚
氏
（
東
洋
大
学

陸
上
競
技
部
コ
ー
チ
）

問
い
合
わ
せ

西
那
須
野
中
学
校

�（
３６
）０
１
４
６

地
域
と
ふ
れ
あ
い
の

第
２７
回
黒
羽
矯
正
展

と

き
１１
月
２３
日（
火
・
祝
）

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
３０
分

と
こ
ろ

黒
羽
刑
務
所

（
大
田
原
市
寒
井
１
４
６
６
‐
２
）

内

容
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
・
販

売
、
刑
務
所
内
見
学
、
木
工
製

品
製
作
体
験
教
室
、
給
食
試
食

会
、
バ
ザ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
（
歌
謡
シ
ョ
ー
、
郷
土
芸

能
な
ど
）、
そ
の
他
各
種
イ
ベ

ン
ト

※
木
工
製
品
製
作
体
験
教
室
、
給

食
試
食
会
は
有
料
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

黒
羽
刑
務
所

�
０
２
８
７（
５４
）１
１
９
８

第
９７
回
ち
い
さ
な

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

と

き

１１
月
２４
日
�

午
後
０
時
１０
分
〜
０
時
４５
分

と
こ
ろ

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

ロ
ビ
ー

内

容

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏

（
西
那
須
野
ハ
ー
モ
ニ
カ

フ
レ
ン
ズ
）

主

催
ひ
と
と
き
コ
ン
サ
ー
ト
の
会

問
い
合
わ
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�（
７３
）０
０
７
３

第
４９
回
黒
磯
地
区
小
中

学
校
特
別
支
援
学
級

合
同
学
習
発
表
会

と

き

１１
月
２６
日
�

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
０
時
３０

分
※
受
け
付
け
は
午
前
９
時
１０
分
か

ら
。

と
こ
ろ

黒
磯
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

内

容
黒
磯
地
区
小
中
学
校
特
別
支
援

学
級
児
童
生
徒
に
よ
る
劇
・
合

奏
・
踊
り
・
朗
読
・
そ
の
他
の

発
表

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

東
原
小
学
校
�（
６０
）１
２
９
２

２２平成22年11月 5日号



く
ろ
い
そ
図
書
館

こ
ど
も
ま
つ
り

楽
し
い
お
は
な
し
や
遊
び
が

い
っ
ぱ
い
。
大
人
も
子
ど
も
も

わ
く
わ
く
す
る
時
間
を
ど
う
ぞ
。

と

き
１１
月
２８
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後
０
時
３０
分

と
こ
ろ

黒
磯
図
書
館

内

容
人
形
劇
、
お
は
な
し
と
紙
芝
居
、

手
遊
び
う
た
遊
び
、
折
り
紙
、

点
字
・
録
音
体
験
な
ど

問
い
合
わ
せ

黒
磯
図
書
館

�（
６３
）９
０
３
１

子
ど
も
の
将
来
を
考
え
る

保
護
者
セ
ミ
ナ
ー

ニ
ー
ト
や
引
き
こ
も
り
子
を
持

つ
保
護
者
を
対
象
に
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
無
料
で
す
の
で
、

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

と

き
１１
月
２８
日
�

午
後
１
時
〜
４
時
３０
分

と
こ
ろ

と
ち
ぎ
県
北
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
一
区
町
１
０
５
‐
８９
）

対

象
就
職
の
こ
と
で
悩
み
を
持
つ
若

者
の
保
護
者

内

容

・
講
師
に
よ
る
講
演

・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
個
別
相

談
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

と
ち
ぎ
県
北
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
N
P
O
法
人
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
チ
）

�（
４７
）５
２
０
０

第
６
回

那
須
塩
原
市
内
卓
球
大
会

と

き

１１
月
２８
日
�

午
前
８
時
３０
分

と
こ
ろ

に
し
な
す
の
運
動
公
園

体
育
館

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

対

象
市
民
、
市
内
在
勤
・
在
学
者

定

員

２
０
０
人

種

目

・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
一
部
、
二
部

・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
一
部
、
二
部

参
加
費

一
般
・
大
学
生

５
０
０
円

高
校
生

３
０
０
円

中
学
・
小
学
生

１
０
０
円

申
込
期
限

１１
月
１２
日
�

申
し
込
み

那
須
塩
原
市
卓
球
協
会
事
務
局

（
王

福
澤
）

�
０
８
０（
１
１
３
２
）９
３
０
９

FAX（
３７
）７
３
８
７

問
い
合
わ
せ

■西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�（
３７
）５
４
３
９

那
須
塩
原
市
卓
球
協
会（
常
盤
）

�（
６４
）２
２
０
６

第
１
回

市
民
綱
引
き
交
流
大
会

と

き
１２
月
５
日
�

午
前
９
時

と
こ
ろ

に
し
な
す
の
運
動
公
園

体
育
館

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

対

象
市
民
お
よ
び
市
内
勤
務
者

種

目

①
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
小
学
生
・
中

学
生
）

②
一
般
の
部
（
男
子
の
部
・
女
子

の
部
・
混
合
の
部
）

※
各
チ
ー
ム
の
参
加
人
数
に
よ
り

６
〜
８
人
の
試
合
と
し
ま
す

（
混
合
は
男
女
半
分
の
人
数
）

参
加
費

１
チ
ー
ム

１
０
０
０
円

申
込
期
限

１１
月
２９
日
�

そ
の
他

・
組
合
せ
抽
選
は
当
日
行
い
ま
す

・
練
習
お
よ
び
講
習
会
は
、
相
談

に
よ
り
出
張
し
ま
す

・
昼
食
な
ど
は
、
各
チ
ー
ム
で
用

意
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み

■西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�（
３７
）５
４
３
９

FAX（
３７
）５
４
７
９

問
い
合
わ
せ

綱
引
き
連
盟
（
臼
井
）

�
０
９
０（
１
０
５
２
）２
３
８
９

那
須
塩
原
市
民

弓
道
納
射
会

と

き

１２
月
１９
日
�

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ

三
島
体
育
セ
ン
タ
ー
弓
道
場

対

象
市
民
お
よ
び
市
内
勤
務
者

定

員

４０
人

参
加
費

１
０
０
０
円

申
込
期
限

１２
月
１０
日
�

申
し
込
み
・
問
い
わ
合
せ

弓
道
連
盟
（
加
藤
）

�（
３６
）１
７
８
８

平
成
２３
年
成
人
式
は

１
月
９
日
に
開
催
し
ま
す

大
人
と
し
て
の
門
出
を
祝
福
す

る
た
め
、
次
の
と
お
り
平
成
２３
年

の
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

と

き
１
月
９
日
�

午
前
１０
時

（
受
付
開
始
：
午
前
９
時
３０
分
）

と
こ
ろ

・
黒
磯
地
区

黒
磯
文
化
会
館

・
西
那
須
野
地
区

三
島
ホ
ー
ル

・
塩
原
地
区

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

対

象
平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成
３

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

そ
の
他

１１
月
１
日
現
在
、
那
須
塩
原
市

に
住
民
登
録
が
あ
る
人
に
案
内

状
を
送
付
し
ま
す
。

※
次
の
人
に
は
案
内
状
が
届
か
な

い
の
で
申
し
込
み
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

①
市
外
に
住
ん
で
い
る
那
須
塩
原

市
出
身
者
で
、
故
郷
の
成
人
式

に
参
加
し
た
い
人

②
１１
月
２
日
以
降
に
那
須
塩
原
市

に
転
入
届
を
出
し
た
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■西
生
涯
学
習
課�（

３７
）５
９
２
５

FAX（
３７
）５
４
７
９

shougai@
city.nasushiobara.

lg
.jp

平成22年11月 5日号２３

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



厓

那
須
野
が
原
博
物
館
で
は
、
美

術
部
門
に
お
い
て
那
須
塩
原
市
出

身
の
高
久
靄
�
と
、
そ
の
後
継
者

と
な
っ
た
隆
古
の
作
品
の
収
集
保

存
を
行
っ
て
い
ま
す
。
靄
�
・
隆

古
の
作
品
収
集
は
、
旧
黒
磯
市
時

代
に
始
ま
り
、
合
併
後
も
引
き
続

き
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
充
実
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の

収
蔵
点
数
は
、
資
料
も
含
め

靄
�
が
１０
点
、
隆
古
が
２
点

の
計
１２
点
で
、
形
態
の
内
訳

は
、
掛
軸
が
９
点
（
内
双
幅

が
１
点
）、
屏
風
が
２
点
、
そ

の
他
が
１
点
で
す
。

高
久
靄
�
は
、
谷
文
晁
の

高
弟
と
し
て
知
ら
れ
、
寛
政

す
ぎ
わ
た

８
年
（
一
七
九
六
）
に
杉
渡

ど土
村
（
現
・
那
須
塩
原
市
越

堀
）
に
生
ま
れ
ま
す
。
初
め

こ
い
ず
み
あ
や
る

黒
羽
の
小
泉
斐
に
学
ん
だ
と
い

ひ
ら
い
で
せ
っ
こ
う

わ
れ
、
そ
の
後
壬
生
の
平
出
雪
耕

に
学
び
、
２８
歳
の
頃
に
文
晁
の
門

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
他
と
も

に
認
め
る
山
水
画
の
名
手
で
、
国

内
や
舶
来
の
山
水
の
研
究
を
熱
心

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

し
ょ
う
け
い
え
い
じ
ょ
う
ず

《
松
渓
曳
杖
図
》（
市
指
定
文
化

財
）
は
、
高
桐
院
（
京
都
市
北
区
）

が
所
蔵
す
る
李
唐（
中
国
の
画
家
）

の
《
山
水
図
》（
国
宝
）
を
基
に
描

か
れ
ま
し
た
。
李
唐
の
作
品
が
、

荒
々
し
い
岩
山
な
ど
厳
し
い
風
景

が
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
靄

も
や

�
の
作
品
は
深
い
靄
の
中
に
す
べ

て
が
包
ま
れ
る
静
ひ
つ
な
雰
囲
気

を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。
内
容
は

左
に
杖
を
つ
い
た
人
物
、
右
に
は

滝
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
鑑
賞
者

に
画
の
主
人
公
と
な
っ
て
深
山
に

分
け
入
り
観
瀑
し
て
い
る
錯
覚
を

与
え
ま
す
。
円
熟
期
を
迎
え
た
靄

�
の
逸
品
で
す
。

高
久
隆
古
は
、
大
和
絵
を
得
意

と
し
た
画
家
で
す
。
子
ど
も
の
い

な
か
っ
た
靄
�
の
死
後
、
周
り
の

勧
め
で
後
を
継
ぎ
ま
し
た
。

こ
ご
う

な
か
く
に

《
平
家
物
語

小
督
と
仲
国
》は
、

平
家
物
語
の
中
で
も
有
名
な
悲
恋

を
題
材
に
し
て
い
ま
す
。
建
物
の

中
で
琴
を
奏
で
る
小
督
と
、
馬
上

の
人
物
は
高
倉
天
皇
に
頼
ま
れ
小

督
を
探
し
て
い
る
笛
の
名
手
源
仲

国
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
風
雅
で

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
名
品
で
す
。

隆
古
の
こ
の
作
品
は
、
日
新
の

館
に
て
１２
月
１９
日
ま
で
開
催
す
る

「
山
水
と
大
和
絵

靄
�
と
隆
古
」

に
出
品
し
て
い
ま
す
。

広報なすしおばら No.141（平成22年11月 5 日） ◇発行・那須塩原市 ◇編集・企画部秘書課 �0287（62）7109 〒325‐8501 那須塩原市共墾社108‐2
ホームページアドレス http : //www.city.nasushiobara.lg.jp/

「
編
集
後
記
」

▼
全
国
的
に
若
者
の
献
血
離
れ
が

進
ん
で
い
る
中
、
以
前
、
栃
木
県

は
若
年
層
の
献
血
率
が
２
年
連
続

で
全
国
一
で
あ
る
と
の
報
道
が
あ

り
ま
し
た
。
広
報
に
も
献
血
の
お

知
ら
せ
が
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、

若
年
層
に
限
ら
ず
献
血
可
能
な
人

は
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○小

▼
一
昨
年
、
那
須
野
が
原
博
物
館

の
特
別
展
で
、
高
久
靄
�
展
が
前

後
期
と
開
催
さ
れ
た
。
当
市
出
身

者
の
展
示
を
身
近
な
博
物
館
で
楽

し
む
良
い
機
会
で
あ
っ
た
の
に
、

「
そ
の
う
ち
」
と
機
会
を
逃
し
た
。

同
じ
く
機
会
を
逃
し
て
い
る
人
は

多
い
と
思
う
。
日
新
の
館
の
企
画

展
、
こ
の
機
会
に
い
か
が
で
す
か
。

○戸

▼
紅
葉
の
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し

た
！
山
の
木
々
が
そ
れ
こ
そ
錦
を

ま
と
っ
た
よ
う
に
鮮
や
か
に
彩
ら

れ
る
こ
の
時
期
、
天
気
の
よ
い
日

に
は
つ
い
つ
い
写
真
を
取
り
に
行

き
た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
今

年
も
木
々
が
よ
い
色
に
染
ま
っ
て

く
れ
る
よ
う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

○興

▼
介
護
な
ん
て
ま
だ
先
の
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
将
来

の
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
１１
月

１１
日
は
介
護
の
日
。
今
回
の
特
集

で
は
介
護
保
険
の
ほ
ん
の
一
部
し

か
紹
介
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

介
護
の
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
っ
て
く
れ
た
ら
幸
い
で
す
。�鎌

たか く あい がい たか く りゅう こ

高久靄 と高久隆古
山水画と大和絵

Vol.7

高久隆古《平家物語 小督と仲国》絹本着色二曲一隻屏風

高久靄�《松渓曳杖図》絹本墨画双幅
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